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1 .はじめに
( 1 ) グローバル化の結果見えてきたもの
A. ク口ーJ¥，}レイヒがライフラインにもたらしたもの
一雇用と食糧の高依存構造一
1990il三代以降，妹にこの10年のグローパル化が人のライフライン，特に雇用・
食織を判!としたライフラインに大きな変動をもたらしてきている。
雇用面では，グローパル化を形作る三つの自由化のうち，資本・金融の自由
化(ニドj'.LilII探競争が激化した。競争力強化に向けた雇用面の自由化，民IJち雇用
の「流動化jが各国で進んだ。その結果 終身雇用が事実上終駕し，非正規雇
用，有期雇用が多くの図で、主ildをなすにいたっている。そのため，人のライフ
コースの安定の基盤であった雇用は，多次元・多要因に大きく依存する高依存
型のものになった。
典型的には， 2008年 9}'=jのアメリカのリーマンショックに端を発する金融
危機を I~I-_II 発点とした 多次元・多要因の依存サイクルの中で雇用は翻弄されて
いる。閃lち，前:接的にはリーマンショックが株安を生み，ひいては個人消費の
低迷を引き起こした。個人消費の低迷によって企業の収益が悪化，その結果，
i質貨互互T金 . 市原!リ川Jl則:1干刊n一lIJ治が:ゆ市引担F判1附|
るというサイクルでで、ある。他方 そのサイクルとは別に アメリカの景気の悪悪、
化は|臥玖リ州外州'"刊|卜H、1.新興国の経済悪化を招いた。|玖米-新興国の経済の悪化ゆえに，例
えば日本を典型とする輸出依存型諸国の輸出減少を引き起こした。また， 日本
に|刻しては，円高ド.ル安がil輸出減少を導いている。このように一方で個人消費
の低迷，他方で.il輸出減少の両方から加速される企業収益の悪化は，企業による
投資の減退及び企業による人に対する投資即ち採用の抑制をもたらした。それ
が ， 社会に IIJ~I て行く若年層の一人ひとりの雇用，及び生活に直結し，日本では
採用の取り消しゃ派遣切さらには内定者の自宅待機の状況として現れている。
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単純な図式で見ても，アメリカ経済の悪化のドで，アメリカ人の個人消費の
低迷が，アメリカ人による日本車の勝質量の低下， 日本では特に自動車i/論I~\ の
低迷を招いたc それがトヨタ，他の自動車輸出の減少，新たな投資のが!11M，人
のJ創刊の抑制に繋がり 1白人にとって他ならぬ自身の雇用の悪化に繋がってい
るC
他方，食糧面では，グローパル化の三つの自由化(資本・金融・貿易の自由化)
のうち，貿易の自由化を発端とする多次元，多要因における高い依存がヲ|き起
こされている C 典出的には アメリカの低所得者向け住宅のサブプライムロー
ンが2007年8月以降破綻し，それが食糧価格の変動を生み出している。サブ
プライムローンからう|きJ二げた資金は，当面高価格の予想される原油，早魁に
より I~bflllí栴の予想される小麦市場に投入され 食糧の価格高騰を招いた。
原油価格が.高騰したため代替エネルギーとしてのバイオエタノールが注目さ
れ，バイオエタノールの原料の砂糖，小麦など人間の生命維持用の食糧を切り
収ってエネルギーが生産されるようになった。これが食糧価格の高騰を加速し
ている。即ち，エネルギーであるバイオエタノールの制!I格の高騰が，小麦の高
騰の， さらに小麦の高知I梢化がイオエタノールの高価格化に結びつく。エネル
ギーと食績が相互影響し合って，それそとれの11i絡を引き上げる。良IJち，一方の
filI絡市場の変動が他方の市場の変動に直結するという状況が生まれている O こ
うして食糧が自動車，航空機，船舶などのエネルギーを要するものの市場変動
に影響を受けることになる。当初の引き金となったサブプライムローンが住宅
に関わるものであったことを考えれば住 エネルギー 食と人間生活の基本
をなすものが一括して金融市場に，直接的には自動車，航空機，船舶等のエネ
ルギ-市場や穀物市場に影響を受けている。また，食糧の場合，天候や温暖化
さらにWTOなど貿易自由化農業を対象とした多国籍企業(アグリビジネス)
の励きのQ{q~ る 1;Ø乗効架をるっている。
注目すべき点、は，食糧上の不安定が，雇用流動化の下にある一人ひとりの生
活の中で発生しているという点で、ある。雇用自体が多次元・多要因の高依存li次
に不安定であり，それが問題1こ遭遇すると人の収入が脅かされる。その下で，
もう つ「多次元，多要因による相乗化 jゆえの激甚化による食糧filIi絡の変動
にさらされる。言い換えれば雇用・食糧のライフラインの軸が共に多次元，多
要因の高依存の状況の下に置かれ その上で一人ひとりの生活が成り立つよう
になってきている O
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B. ク口ーパル化がもたらした状況ゆえに見えてきたもの
一「生存J基盤の高依存化・新たな視座の発生一
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このようなグローノりし化がもたらした状況ゆえに見えてきたものがある O 第
一に，雇用・食糧を軸とするライフラインが支えている人の「生存J基盤が相
乗的な高依存性のものになりつつあることである。即ち 多機な要因に影響さ
れて仕事がなくなれば生活に直結し 他方かろうじて入手できる食糧もまた多
機な要因にさらされ，その下に「生存jが成り立っている。
第二に，雇用基盤の不安定化ゆえの新たな視座の発生ということがある。自
己の雇用が椛保されない状況下で自己の生存基継が同様の苦況に直面した結
架，グローバル化の下で生存基盤か動揺している他の人々の群像が視野に入っ
てきたという点で、ある。自己の生存基盤が，かつて雇用によって守られ，防護
壁で囲まれた「守られている視座jを通してしか見えていなかった位界や人の
併像が， I抗議壁が崩れつつある中 自己もその中にある様相として見えるよう
になってきた。
これらの結果，自分と 世界を形作っている身近なあるいは多方向に繋がっ
ている人々の間で 「自他共に生存基盤が揺らいでいる下に生きているJとい
う感覚がリアリティをもち始めた。生存基盤の動揺を共有するがゆえに，世界
の変動は直面する現実を共通の視座で捉え，聞い，実践する基盤を与えた。世
界の変動は従って そこに各人に類個(岡崎 200ge) としての自己の育成の基
盤を与える意義をもつものになっている。
c.雇用・食糧のライフラインの動揺の下で新たに視野に入ってきた生存の危
機にある人の群像
このように，j長J=Fl而のみならず，雇用の動揺の直撃下における食糧面の動揺
のドで生存の危機にある人の群像が新たに視野に入り 視座が共有されつつあ
る。 日本のH3j合でいえば 現在の大学生にとっては，この10年続いてきた就
峨氷河WJの!とにあった 2-3年前までの先輩たちの中に有期雇用化する中で就
職した群像が多数ある O その中で， リーマンショックで派遣-切りに遭って寮を
U:'Jることになり，収入を失ってホームレスに陥っているものもいる。一時的に
回復していた就職状況を直撃したリーマンショックの後 就職氷河期の水準に
戻った求人状況が当而は統くと予想される中で，在学生には，自分もその苦況
下の-人になると感じられる者も多くいる。日本に限らず E U 1000ユーロ
世代と 1干ばれる(円にすれば一ヶ月14-5万円で生活する)高等教育を受け
た若者の状況，さらにはアメリ力の 3000から 3500万人といわれるスープキッ
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チンの列に長んで生活する人々， 2006年12月の大統領選挙で明らかとなった
生存のために居住権の主張を要するフランスの 10万人にのぼるホームレスの
人々など¥途Jこ悶， ~I::途上国の別なく多くの人々が根本的な生存の危機，雇月?
の動揺下にある。その結果，食糧高騰の波を経済状況に左右されて受ける中で
生きることを余儀なくされている。現実に サブプライムローンの食糧騰貴の
影響の下で， 2008年の10月以降，それ以前に世界で8億5000万人だった飢餓
状況の人々か一気に 1年で 10億人に増加する事態に至っている(国際連合
食糧農業機関， 日本事務所2009.6.19プレスリリース)。不安定な雇用状況の
下で，問機に不安定な高依存の下にある食粗状況が生み出している生存基継の
危機の現実の姿である。
しかも，雇用の恕化を招いたリーマンショ yク以前に高騰した原油，食糧f!lIj
~告は，ショック後下がり，少し持ち直したとされる景気の下で，雇用悪化の鈍
化で、原Yrufl!i格は上昇に転じている。この先，工業化している農業月1， また農産
物の空・陸上輸送m原;al1ili絡が上乗せされ食糧価格も上昇に向うと予測されて
いる。こうした今後の世界は 雇用悪化と食糧騰貴のどちらかに常に脅かされ
るという雇用・食糧のジレンマ構造の下におかれることになる。
( 2) r自分，人の生存は何によって支えられているのかjの問い
このような状況の下で次の間いに始まる一連の問いが浮かび上がってくる。
即ち， r自分，人の生存は何によって支えられているのかjという問い， さら
に「このような状況を生み出している世界はどうなっているのか上「そこでど
のようにして生きていくかJという問いである。
これらの根底には次のような根源的な聞いがある。
1 .この世界の中で， 自分及び人の生存は何によって支えられているのか
2. 変動する世界の下で¥それはどのように脅かされているのか
3. 脅かされている状況を保全・育成する自分や人の生き方とはどのような
ものか。即ち持続可能な生き方とはどのようなものか。
4. そのような生き方を自分 人はどのように実現できるのか。
本論は， r生存Jに関わるこれら一連の聞いを言語生態学の理論的枠組みか
ら検討し，それに具体的に答えていくことを目指す持続可能性日本語教育にお
ける，生存を主題とする学習のデザインについて考察する。
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2.生態学一生存のありようとその基盤を問う学としての生態学一
( 1 ) 生存のありようとその基盤を問う学
自然生態学，人間生態学はその違いを問わず 何れも生存のありようとその
基盤を問う学である。即ち生物人間の生存の諸相，その基盤を支える構造，
過程を問う学である。良iJち 上に述べた{自分 人の生存は何によって支えら
れているのかJ以下の一連の問いのそれぞれを学の対象としてもつものが生態
学である。
( 2 ) 成系構造
一自然・人間・言語生態系の相互交渉的関係の下にある生存のありよう
とその基盤を問う生態学の具体的枠組み-
このように，生存のありようとその基盤を問う生態学の具体的枠組みの基本
が成系構造の捉え方(岡崎 2009c，d) である。成系構造の捉え方では，生存
は三生態系の相互交渉的関係の下にあるものとして把握される。
成系構造とは，自然，言語，人間の三生態系が相互交渉的に形作っている根
本構造である O 自然生態系は全体として 物質.工ネルギ一循環の下に，生物
の食物連鎖が
の間の共進化を成す形でで、展関されている。人間生態系はこの自然生態系の一部
をなし，問機に物質・エネルギ-循環，食物連鎖，進化，共進化を形作ってい
るO 物質・エネルギー循環に基づく食物連鎖は，人間でも種の保存，保持の根
本をなしている。 l万年前以前氷河期の緩和則の下，農耕で食糧を生産し，消
費するという新しい形態の食物連鎖に人類は移行した。その移行過程で、生み出
された食糧生産活動のための協働は それを円滑 効果的に進めるための言語
を生み出し.ここに第三の生態系としての言語生態系が形作られたのこうして
自然，言語，人間の三生態系は相互交渉的構造である成系構造をなすものとなっ
てきている。
ここで留意すべきは，第一に，自然生態系は，人間生態系生成以降人間生態
系を内蔵した自然生態系になっていること，第二に，その下で人間生態系は自
然生態系に内蔵されて成立していること，従って両生態系は，相互交渉的関係
の中でしか存立していないことである。第三に，自然・人間両生態系闘の相互
交渉的関係を，相互に媒介するものとして言語生態系が‘形成され存在している
ことである。換言すれば， I自然，人間，言語生態系は，何れも単独で存在し
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ていないことの明示的認識」の学的表現が成系構造の枠組みである。
生態学のそれぞれは，この成系構想の捉え方の枠組みに基づいて生物，人間
の生存のありょう，及びその基盤を支える構造，過程を明らかにするものであ
る。言語生態学もまた成系構造をその具体的枠組みの基本としている。その場
合，前段に対応して留意すべきは，自然生態学は自然生態系，人間生態学は人
間生態系，言語生態学は言語生態系を一対一的に対象とする学ではないという
ことである。臼然，人間，言語三生態系が，人類史開始以降は自然生態系も含
め何れも単独では存在していないこと， ~Ilち， I当然，人1'司，言語各生態系は相
互交渉的関係の下に形成され 共進化し存立するに至っていること，従って，
三生態系それぞれの下にある非生物・生物を含む自然，人間，言語及びそれぞ
れの[生存jを基底とする生態の各相は，三生態系の相互交渉的関係の下にあ
るものとして捉えられて初めて現実相として解明することが可能となるものと
してあること一一各生態学はこれを明示的に認識する学として規定される。
即ち，生態学パラタイムをなし，起点、はそれぞれ自然，人間，言語としつつも，
それぞれの下にある生態の各相を常に必ず，第一に.三生態系全体との関係の
王室，第二に，三生態系の相互交渉的過程.構造.それらのなす関係の下にあ
る個別生態として捉え返し 第三に 各生態学を それぞれベクトルをなして
総合生態学を合成ベクトルの形成過程として形作っていく学，であることを坦
示的に認識し，展開されていく学-これが生態学である。本論の「生存jの各
相もまたこの規定の下に形作られる成系桝造の枠組みに基づいて捉えられる。
3.成系構造に基づく捉え方
一言語生態学の枠組みから「生存」を考える-
言語生態学の下で、成系村15造に基づいて 先に述べた「生存jに関わる問題が
どのように促えられるかを中心として，成系構造の成り立ちについて以下に見
るO
( 1 ) 成系構造の成り立ちーその 1:過程的構造と現実生態場的構造一
成系H'J造には，一方に歴史的生成過程の形づくる過程的構造があり，他方に
「今，ここJで形作られる現実生態場的構造がある。現実生態場(岡崎 2009c)
とは， I~I 分や他のグローパル化世界の下にある，従って [今，ここjに生存
するものが直面する現実世界 即ち人間世界(人間生態系)と自然界(自然生
態系)を指す。「今，ここ」のもとでは，歴史的生成過程が凝縮され，固有の
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形を示す現実生態場的構造として実現されている。即ち 前者の歴史的生成過
濯が後者の現実生態場の構造の中に 個体発生が系統発生を繰り返す形で実現
されている。
(2 ) 成系構造の成り立ちーその2:自然生態系と人間生態系，言語生態系三
者を構成領域とする一
過程的構造は，自然，人間，言語三生態系全体の歴史を包摂する構造である O
それは，人類史以前の自然史に端を発する過程である。成系構造は詳しくは，
人類史以前の自然史段階の成系構造と人類史における言語を含む段階の構造の
2段階をもっ O
現実生態場的構造も 現実世界のうち 人間世界を形作る人間生態系のみで
なく，一方でその生存の基盤をなしている自然生態系，他方で人間生態系の，
端的には食糧生産の場面の協働の円滑化・効率化の媒分をなす言語の生態系，
の三生態系を包摂する講造である。
(3 ) 世界の能動的認識過程
一過程的構造と現実生態場的構造を捉える両過殺の関の循環的過程一
「生存Jに関わる問題を包摂する関いである「世界はどうなっているかjの
陀い，及び「そのドでどのように生きていくかjの関いを，現実生態場のもと
にある，人間主体が考えてpく過程が世界の能動的認識過程である。「能動的j
とするのは，このような危機的状況の下で，人間主体が状況を積極的にどのよ
うなものとして捉え それに基づくどのような生き方が可能なのかを考え実践
する視角から世界を捉えようとする点で 能動的な性格をもっていることによ
るO
世界の能動的認識過程は，成系構造の枠組みによって次のように捉えられる。
直面する現実生態場の問題を起点として，背後にある諸関係の構造，それに
基づく現実事象の説明を行う。次に，それを手がかりとして，それが自然界，
人間世界のいかなる塵史的部ち過程的構造が いかなる経緯を経て実現された
のかを分析繕築していくものとして世界の能動的認識過程は形作られる。した
がって，世界の能動的認識は，現実生態場の問題の認識を起点、として，成系構
造の過程的構造と現実生態場的構造を捉える両過程の循環的過程として形づく
られる O
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(4 ) 成系構造の実際
一人類史的段階の過程的構造を中心に-
現在の言語，人間， 自然の三生態系の相互交渉的根本構造を成系構造(生態
系を成す構造)が形作っている。 1万年前，氷河期の寒冷緩和則に入って農耕
による食物連鎖に連なる形に移行する過程で，自然生態系と人間生態系の形作
る相互交渉的情造は変化した G f也の動物が狩1m.採集専ーであり，消費専ーで
あるのに対し，人1mは農耕による食続生産のj!ヲを導入併存させるに及んだ。
人間という稀腐の人口のうち，依然として狩猟採集経済のままの人口と食糧
生産の形で他の自然生態系と物質・エネルギー循環を形作る人口の2種類が梢
成する生態相への選杉が拡大することで，新たな両生態系問の相互交渉に基づ
く成系構造が形作られた。
食総生産:活動の|前始と併行して 人間生f注目]の相互交渉的関係も，協働に続
いて分業関係を生みU~J した。これによって人間生態系内の，そしてそれに伴い，
対自然生態系・自然生態系内で、の相互交渉的構造も新たな段階に入った。
食糧生産活動のための協働は，それが円滑，効果的に進むための言語を生み
出し，ここに第三の生態系，言語生態系が形作られた。こうした言語，人間，
自然の三生態系の下で相互交渉的構造 成系構造は新たな「鼎型(三者)構
造」をなすものとなった。
産業革命を境に，三者の成系構造は大きく変容する。人類の人口のうち工業，
またそれ以前小規模だった商業，に占める大幅な人口部分が，以前の少数の賞
b-X， 武士と共に食料非生産，消費専一人口へと移行した。物質・エネルギー循
1刺I~I は，工業発展に伴い，エネルギー，物質資源が変り，また食料非生産人口
の消却lにやrい，その循環と食物連鎖相も人類史初の変容を遂げる O 動植物の食
物迎鎖の最終r!il分をなしていた人類人口部分のうち 食糧生産を担う人口部分
と，いわば既存の食物連鎖のあとに位置づき他の人口部分によって生産される
食料に依存して生存を支える人口部分のなす食物連鎖相に変容した。
これに伴い，産業革命期を境に，言語生態系も変容を遂げる。食糧生産に関
わる人1Mと自然i市生態系のかかわりの中の言語生態系，また他方，その下での
人!日j生態系内相互の関わりの1:1の言語生態系の形作るこれまでの鼎型(三者)
の成系tlW造とは加の関係が形作られた。そこでは，言語生態系が，二つの異な
るタイプの言語使用によって形作られるようになった。
第一のタイプは，食糧生産に関わる人間間の言語使用である。第二のタイプ
は，自然と，生存基盤の確保の目的で食糧生産に関わることのない人口による
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言語使用である。これは自然との関わりの下で、の生産のための協働の円滑，効
率化のためでない言語使用のものである。
後者の第二のタイプの言語使用は第一に 自然との自己の生存のための直接
交渉的かかわりを持たないことから，交渉的関わりを持つことで生成される，
交渉対象についての認識 つまり自然認識及び(生産の)実践に直接裏打ちさ
れない認識となった。第二に これに伴い 人間存在自身についての認識，ア
イデンティティを含む自己認識は，自然との関わりの下にある自己，またその
iてで、の生産実践に携わる自己，特に自然の下で，それとの関わりの中で食糧生
産により生存を支える位置にある自己 という裏打ちのないものとなった。第
三に，人1M]r:サの促え方についても，自己とその人の生存を協働で(自然との関
わりを通して)行う実践の下での関係にある者同士という認識の裏打ちを欠く
ものとなった。これら三点により，自然生態系，人間生態系，の両者を以前は
結んでいた認識，及びそれを支える実践の媒介を欠いた上で，言語生態系と自
然，人101]，~ID生態系との相互交渉的関係が形作られる成系構造部分が登場した。
その上で，更に，食糧非生産人口部分が教育機関，情報を主導しfj)lJ度化を形
成した。食総生産人口部分の子どもの教育 彼らも入手する出版物が，特に書
き言葉によるそれらは その制度に依拠するものとなった。こうして食続非生
産人口はもとより 食糧生産人口部分の言語生態系も その制度の中に組み込
まれる形へと移行した。それ以前の，自然，人間と鼎型(三者)構造をなして
いた言説生態系は依然として存続していたが縮小した。代わって，上記三認識，
及びそれを支える実践の媒介を欠いた言語生態系，その上での自然，人間生態
系，の形作る新たな成系構造へと移行する。
工業化，都市化の進行と共に，このような傾向は促進された。以前の鼎型成
系桝造の基舷であった自然 人間生態系相をなしていた食糧生産人口つまり非
工業・非都市人口のさらに多くの部分が 被雇用人口あるいは準被雇用(イン
フォーマル労働従事)人口として都市に流入した。典型的な工業・都市・雇用
型自然・人間生態系である。言語生態系もこれら両生態系と|呼応したものとし
て成系構造を形作った。生活形態，住む場所，ライフスタイル，自然生態系と
の日I~向W ， liq~ IliH~感の異なり， 2種類の人口問では言語生態系自体と，人間・自然
生態系問の関係構造は 異なり 実践・認識共に相互の共有部分は縮小の一途
を辿る。社会的視野社会的聴衆社会的定位が異なり 典型的には視座が異
なる下で言語生態系が形作られている。
20世紀末 1990年代後半 この構造が変容する。グローバル化の下での変
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動による変容である。典型的には上記の雇用部分が変容する。雇用によって間
抜的に食糧を入手し生存を維持してきた被雇用，準被!霞Hi人口j習の，雇用-食
糧のライフラインが脅かされ始めた。金融・資本・貿易の自由化，規制緩和に
より，雇用・食続共に多次元・多要[~に関わる高依存の構造化の進行の下に生
きることを余儀なくされ，生存の基盤が脅かされている。金融自由化の下での
資本・貿易の動き，仮想経済に，雇用・食糧を核とする実体(実物)経済が制
弄される 1:[1で生きることを余儀なくされた被雇用人口と準被雇用人口が形作り
始めたのがグローパル下変容矧の人間生態系である。
これらの人口!習は，金融以下の仮想経済，雇用，食糧の三領域のうち，多か
れ少なかれ雇用領域で自己完結する狭い人間生態，家族生活(出産，子育て，
教育など)，友人，雇用関係者との社会生活，その範囲での精神生活，を送っ
ている。金融以下の仮想経済・食糧の 2領域については，多くの場合，コントロー
ル能力，理解能力を育成・保持しておらず，その意味で高依存でいわば生殺与
奪の権を保っていないともいえる。後者の非雇用人l二1，直接的食糧生産人口の
場合， )疋mは最初から除外されるが，金融-仮想経済のみならず，貿易の自由
化，市j易経済の下で食糧についても版売，飼料・農業生産財購入市場への高依
存の人間生態の-Fに 械相を異にしながらも 狭い領域の生活を送っている。
さらに，このようなグローバル化の下で，産業革命期を転機に変化したエネ
ルギー・物質循環の現在的拡大再生産が進行した。 1990年の後半以降農業人
口は世界人口の半数に減った。その結架，非自給人口，即ち被雇用，准被雇
用人口(ム|世界全人!こ167億 (200911~j二点)のうち半数を超え， このエネルギー・
物質循環サイクルにおける高依存の生態の下に生活している。これが10億の
人々の飢餓の梢造的基盤をなしているといえる O
高依存の人口の場合，工ネルギー・物質循環の回路は 他者のエネルギー注
入による食糧育成，その生産物の交換・分配・流通であり，その購買は，自ら
の雇用で得た収入と他者生産由来の生産物の交換によって行われる。雇用の動
指によってj間:I=Jで得た収入と他者生産以外の生産物の交換が断絶した場合に
は，エネルギー・物質循環回路つまり，食糧供給の経路が絶たれることになる O
HIlち，エネルギー源の喪失による飢餓に直結する構造が成り立つことになる。
高依存人口つまり，被鹿H'J 准被雇用人口がエネルギー・物質循環回路上の不
全・不安定によって飢餓が引き起こされることになる。これは現在のサブプラ
イムローンに引き続くリーマンショック下で一気に10億人に至った飢餓人口
が「何l校なのかjの|向いに対する答えの一部となる。ところが，その認識が世
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界人口のほとんどの人々にとって存在していない。そのような世界の能動的認
識を多くの人口が形成していない。言語生態の内的生態環境である世界観はこ
のような状態にある。このように 言語生態系は世界の能動的認識を欠いてお
り，典型的には被雇用・准被雇用人口と，非雇用人口ともに互いの視座の共有
基盤を持たず，世界のいわば半分を見て生活をしており，言語活動もまた生き
るための意味の共有に基づいて通じ合うことのないものになっている。
その下で，自然生態系との関係は前者人口では離土一都市生活型ゆえに極め
て希薄，自然に対する実践的活動はもとより，認識もまた実践即ち直接的相互
作用を媒介としないものであり，従って自然生態系と自己との関係，特に自己
の生存との関係の把握が困難である。人間生態系との関係では，自然との相互
作用を媒介とする社会的協働，その蓄積に基づく共同体の形の実践的活動，認
識の共有・価値(観)の共有は困難である。孤立個状態の関わりともいえる。
その下で，これら自然・人間両生態系の状況下で行われる言語活動の生み出す
言語生態系は，上のコト，モノ，人の統合的把偲が，一|二記のようなコントロー
ル能力，理解能力故に限局化されているため，また統合把握への意欲，動機の
匪胎自体がおぼつかず，概念ネットワークが限局化されるがi肢に， 1主|鮒である。
自然生態系に関する能動的認識また自然史に関する能動的認識， さらにその一
部をなすものとしての人間生態系・人間史に対する認識や自然生態系及び自然
史の自己認識の形の内的言語形態としての言語生態系をもたないものとなって
いる。また，人間生態系を価値共有体として認識することのない言語生態系と
なっている。
言語生態系はこのように自然及び人間世界の能動的認識を欠いたものであ
る。また，典型的には被雇用人口，非雇用人口共に互いの視座の共有基盤(例
えば共同体の存在)を持たす‘ 人間に限ってみれば，世界のいわば半分を児て
生活しており，言語もまた生きるための意味の共有に基づいて通じ合うことの
ないものとなっている。
( 5 ) 循環的過程の実際
本論では，現実生態場の下にある他の人の群像の現実相を追体験し， rその
生存が何によって支えられているかJ，また「脅かされているかJ，以下の一
連の問いを問うていくことを現実生態場，民1]ち自然及び世界，の能動的認識過
程の起点として追求する。その上で，そこで形づくられていく群像の一人ひと
りの現実生態場において歴史的に生成されてきている過程的構造が，その人の
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f今，ここjにどのように凝縮され，固有の形であらわれているかを捉えるこ
とで，弱者を関連付けつつ考えていくことで鰭環的過程の形成を追求する。
4. r生存」を主題とする持続可能性自本語教育の学習のデザイン
一成系構造における循環的過程としての世界の能動的認識の実際ー
( 1 ) デザインの骨格
従来終身雇用の下でその保護下にあって支えられ また，保護下にあること
自体が自覚されなかった生存基盤である雇用が もはや人を保護するシステム
ではなくなっている O 他ならぬ自己の拠って立つ基盤が消失し，自己の生存基
盤の保証がなくなって初めて 「自勉の生存は何によって支えられうるのかj
の「生存の間いjがリアリティーをもって，自己自身に自発してくる開いとし
て在る。
即ちこの生存の間いは 自己の他ならぬ「今 ここjである現実生態場(向
精 2009c，d)の中で自己の生存が護かれである状況に対して，自己の持つ否定
的直観に基づく関いである。以下に進める学習のデザインは，このような直題
する現実に対する否定的直観を端緒として形づくる 現実世界の能動的認識の
過程の育成を自指すものである。
A.人の生存は何によって支えられているか
ーその人の生命線はどう辿り得るかー
このデザインの下では，前節で述べた「現実生態場の下にある他の人の群畿
の現実相の追体験jを，以下の自分自身に関する間いを切り口として進める。
1. r自分の生存を支えているものは何か，また脅かしているものは何かム
2. rその人の生存を支えているもの，生存を脅かしているもので，自分と
共通のものは何かJ，r何が繋がり合っているかん
以上のような問いを念頭に，それぞれの人の産面している状況を考えてpく。
次にそれに基づいて fその人の生存は何によって支えられていると考えられる
かJをより可視化するために， rその人の生命線はどう辿り得るかjの間いに
基づいてその人の状況から組み立てられる fその人の生命線，部ちライフライ
ンJを図示してみる。
ここで言う生命線とは，文字通りその人の生存を支えているものをつなぎ合
わせて図示しうる線のことである O 例えば雇用，貯金，手持ちの現金，ローン
保険，食糧，生活保護，医療 自給農業 そのための土地などである。
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終身雇用時代はもちろん人を保設する基盤が消失している現在にあっても，
今の自分の生活，生きていることが，生存という，切実でぎりぎりの言葉によっ
て従えられ感じられ それを何が支えているかを具体的な体感として感じ取る
ことは終身庭用の保護が無くなった今でもそう簡単ではない。実際に，自分が，
職に就き，それが様々な要因によって揺るがされている場合や，あるいはその
峨の維持，その入手自体が困難となる時代にはじめて体感されると考えられる。
ここでは，それを他の人がまさにその渦中にある雇用消失あるいはその生存に
関わる状況を体感する過程で それをより直接的に把握する過程を辿る。この
生命線を辿ることによって より具体的に 自己がその場で生きているとした
らどのように感じ 何を必要と感じるかを体感してLぺ。「人はどのように生
きているのかJを|慶次飽食にあって，またはl度衣飽食や終身雇用に守られて感
じるのではもはやない。自己もまたその人の状況下に十分なり得るものとして
感じ得る現状況の下で それらの人の追体験をつないで~ )く。そしてその体験
の(:11で，自己にとって切実になりうる生命線がなにであるかをひとつひとつ辿
り自己の均合について図示してみる。
ここまでの過程は意識生態場 (1苅Ihti2009c，d) にひらかれる内的言語生態場
における自己内対話の過程をっくり出してし、く過程である。
その 1-で， 1=己と共に同じクラスで同じ作業をしたパートナーと共に，各自
が辿る内容について対話的問題提起学習を行う。
それによって，言語生態場(岡崎向上)における社会的相互作用を通じて，
現実生態場を共有する「同世代の人々との閣の相互理解Jによって外的言語生
態場をっくり出してし1く。
B. 成系構造の枠組みの点で考えてみる
以[---のような生命線を抑える過料を;1った後，それぞれの人の固有の状況，
1(IJち，その人の人間生態の現実相で従えたことを成系構造の枠組みの視点から
考えてみる。具体的には次の二点、にわたって行う。
1 .エネルギ-・物質循環のラインは各ケースでどう描けるかを考える。
2. 人類が辿ってきた固有の生命線を 人類以前の動物のそれと異なる形で
どう作り出してきたか，という成系構造の過程的構造に照らして考える。
このうち，第二のものは，例えば農耕，産業革命以降の工業化段階での雇用，
あるいは産業革命期以降 19世紀を通じて一定程度形づくられていった社会福
祉，医療などを項目とする生命線である O その生命線の在り方は古代，中|立，
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近世それぞれで異なっており 特に産業革命期以降18世紀19世紀を通して変
化してきている。 20世紀以降では，殊に第二次大戦以前および大恐慌以下で
行われた完全雇用政策や 1960年代から 70年代にかけて特に北欧諸国で整備
されていった社会福祉制度として，その後特に 90年代以降北欧型福祉制度が
瓦解しはじめグローバル化の下で完全雇用もまた終駕をとげた。他方，食糧の
ライフライン卜.は，グローパル化における貿易の自由化により加速された「食
糧の世界商品化J(マグ卜フ・フォスター・/{トル2004)の|ごで「人々の生命
(いのち)をつなぐJもの，特に土地が失われ 「自給的生産に近い農-業に従事
してきたJ農業人口は「世界全体で(1950-1990の問に慨に) 33%，第三位
界で40% 失われ，代わりに大量の者I\rl'j過剰住民がJ1ìiJり I~!IJ され， r世界の都市
化Jが進み， r市場を通さず生活手段を入手する機会jを失った(向上 173-
174)。全農業人口が世界全人口の 50パーセントを切るような状況に進んでい
る中，fJl在の 21世紀初頭では，第二次大戦後形成されてきた生命線の在り方
が大きく変わろうとしている過程が「生存に関わる成系構造jとして捉えられ
る。
J二で、見た一人一人のケースでそのような庇史的形成過程を経てきた人の生存
を支える生命線がどう形を成しあるいは消失しているかを辿る。その過程で，
そのような消失状況を保全育成する 即ち持続可能な在り方がどのようなもの
かを考える。これが，本稿の前半で述べた成系構造の過程的構造と現実生態場
の構造の循環過程を進める過程である。
C. ケースシラパス
ここでは，これまで述べてきた追体験の対象としてあるそれぞれの人がどの
ように生きているかのケースをシラパスとして繋迎する。その上で， (後述)
各ケース項目についてその概要と特徴を)illべ それに基づいて先に述べた成系
梢造の枠組みの付Î)~~で、考える対象とするケースを絞る。
1 )ケースシラパス
A jil1国留学生金さん
lヨ 仁1:1国旧!二五倍i企業従業員Aさん
C アジア通貨危機の下のマレーシア日本間学生
D 大連に波った日本人の若者二人
E 1:1本， 1/:正社員ユキさん
F アメリカローンに苦しむHJ・
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G ハイチの農民フィリペ・ミシェル
H 派遣切りに遭った30i設の日本人男性
I 東京新宿で，ホームレスとして生きる人Mさん
J 東京新宿で，ホームレスとして生きる人Fさん
K 北九州生活保護を申訪したがl出来なかった人大前さん
し インド緑の革命のドの農民ナラヤン
M べンガル季節労働者!護婦ファリダビビ
N インド，ニューデリーの主婦プレムワティ
O サラワクの先住民モン
P タイ東北地方の!長氏ラッチャダー
2)成系構造の枠組みの視点で考えるケース
A 派遣切りに遭った30蔵の日本人男性
iヨ ハイチの農民フィリペ・ミシェル
C アメリカのローンに苦しむ母
D 北九州の生活保護を申請したができなかった大前さん
E インドの紋の革命の|ての農民ナラヤン
F インドニューデリーの主婦プレムワティ
( 2 ) 群像追体験活動の構成
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現実生態j坊の|、ーにある人の群像の現実相を 「その生存は何によって支えら
れているかJ， Iそれはどのように街かされているか」以下の一連の問いを問う
ていく 1:1で追体験する活動である貯像追体験活動のための学習のデザインは，
次のような仲t成を持つ。
A. 学習者に自発してくる問いをベースとする
1伴{象のー人ひとりを追体験するに当たって， I生存に関わる|苛pJや「成
系納造の見方jを子がかりとする前にこれら与えられる手がかりなしで各ケー
スを読む。そこで学習者に自発してくる間いについて考える段階を設定する。
まず，各ケースを読み，その過程で「自発してくる問pJを対象化する。そ
のi二で，それらの問いについて何を!さじ，考えたかをめぐって「対話的問題提
j包学習J(岡崎2009d) を行う。さらにケースの当事者に向って書く想定の下
に子紙を書き，自発してきた問pや，他に行動の選択はなかったのかを問う。
それと共にその当事者の考えたこと・行動に共感できる部分があればと、のよう
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な共感をもったかを内容として書き その上でさらに学習者が当事者となった
つもりで(学習者自身の書いた手紙に対して)返信を書く「ロールレタリングj
(岡崎同上)を行う。返信を書く部分は，当事者の立場に立って感じ，また見
ること， さらに考えることを体験していくもので¥文字通り追体験の重要部分
をなすものである。
この二つの活動の後{こ，各ケースの社会的背景となった状況，朽IJえばリーマ
ンショックのドで職を失ったケースであれば、リーマンショ ックがどのようなも
のであり，それをもたらした先行する10年の世界の変動，グローバル化の加
速化について簡潔な記述を読む。これによって当事者がどのような社会的背景
のドで現在直而している現実生態場の下にあるか，考える。その上で，その人
の生存について， またその手立てとしてどのような可能性があるかを当事者の
立場に自己を近づけて考える追体験を進める。
B.生存に関わる聞いを手がかりとする
次に，上で、与えられた社会的背景に関する記述を，より具体的に生存と結び
つけて考えるために次の二つの手立てを踏む。第一の手立ては，上の背景のキー
ワードに当たるもの， f1IJえば中国国営企業民営化 米の輸出入に関わる貿易の
自由化，派遣切りなどを所与のものとして提供を受け 後は各自ネット調査で
これらのキーワードについて調べる。その上で それについて各自のコメント
を加え対話をする相手に対して相互報告するという諜題を行う。グローパル化
との関係について上でf命じた社会的背景部分については，特に所与のキーワー
ドの代わりに，そこの記述部分から，キーワードを自己選択し，ネ ット調査し
同様にコメン卜を書いて相互に報告する。これらのこつの子立てを踏むことで，
与えられたテキストを読んで理解するという受身的な受け止め方のほかに，自
らの選択で I~I らの訓査に基づいて調べ，考えたことをもとに生存に関わる問い
と紫げて考える。
c.成系構造の見方を手がかりとする
ここまで、は社会的背景に関する記述は所与のものとする前提で，どのような
枠組みで促えていくかについては各自のもつ見方や枠組みにそって行うもので
あった。これを踏まえた次の段階として，各ケースの当事者と社会的背景を捉
え追体験していくための所与の枠組みとして，成系構造の見方を手がかりとす
る過料に進む。具体的には，まず，本稿前半で見た成系構造全体を辿る。
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それに基づき， さらに生存に関わる成系構造の部分の記述について辿る。例
えば，雇用依存の成系構造の場合，エネルギー・物質循環はどのような様相に
あるか，その下で生存はどのような可能性を持つか あるいは不全部分を持っ
かを見る。
D. 四つの問いを手がかりとする
以上の過程を経た上で、 四つの問い(岡崎2009d)のうちの二つ一「世界は
どうなっているかjと「そこで人はどのように生きたらよいかjについて，ケー
スを追体験した過将を振り返り改めて考えてみる。さらにその結果を書き，そ
の上で，他の二つ， rそこでどのような人間関係をつくっていくか」と「その
下で自己とは何かJーそのそれぞれについて書き対話的問題提起学習を行う。
E. 類個の育成の見方を手がかりとする
四つの|向いの後，特に三番目の「どのような人間関係を作っていくか」につ
いて深める。次のような 1'I:'r~ ~ ¥を手がかりとして「類個J(岡崎200ge)に関わ
るj誌を考える。
1 .私とこの人とのつながりは何か。共有する部分は何か，異なる部分は何
か，特に直面するリスクについて共有点，異なりは何か，その他考え方
や行動様式などについて考える。
2. 社会的背景の中で自分と共有される部分は何か。成系構造を手がかりに
考えた場合，特に「生存に関わる成系構造Jについてケースの当事者と
自己の聞で共有するもの 異なるものは何かについて考える。
F. 想像力の自己育成を手がかりとする
これはケースの当事者の置かれている状況や，その人の感じ方や見方に対し
て，具体的に，表情!;や，背丈や， Hll装，住んでいる場所の様子などを思い浮か
べ，同|時代の他者について考える|療にどのような具体的ポイントについて想像
していくことができるかの経験を一つひとつ重ねていくものである。
( 3 ) 群像追体験一読解タスクを通じた「生きるためのスキーマJ(ライフス
タイルスキーマ)の自己・相互育成活動ー
これは上の~t判象追休l段活動の構成部分それぞれを行うものと平行して行う読
解タスクである。各タスクの課題に答えるのは， J二の群像追体験活動の「村立成J
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の冒頭から最後までのどの部分で答えてもよい。また一度答えたものがその後
の段階の構成部分で答えが変わればそれに応じてタスクの答えを新しく書き換
えていく形をとる O 取り上げるのは次のタスクである。
タスク 1: 人間生態系におけるライフラインに関わるタスク
これまで人|羽生態系のライフラインはどのように形づくられてきたか。
これが成り立たなくなっている今，どのような代わりのライフラインの形が残
されているか。ここで言うライフラインとは 「この人あるいは自分がこれを
失えば生存基般を失う j と思われるものを指す。例えば，雇月~，ローンなどで
ある。
タスク2: 自然生態系につながるラインに関わるタスク
自分やケースの当事者の人にとって これまで自然生態系につながるどのよ
うなライフラインが形作られていたか，それは今どのような状況にあり， また
さらに今後新たにどのようなものとなる可能性を持つかについて考える。閃lち
自分やこの当事者が何らかの関わり方 生き方を今までを踏まえて新たな繋が
り方を考えた場合自然生態系とのつながり あるいはそこに繋がるライフライ
ンがどのように新たに形成される可能性をもっているかを考えるものである。
例えば，食糧生産，遊牧，漁などである。
(4 ) 群像追体験を同世代人 10億飢餓の視点から考える
これは上で‘辿ってきた追体験活動の冒頭から，各ケースを通じて，自己や各
ケースで取り上げる併像のそのつながりの向こうにある (67億人の人口のう
ちリーマンショック前後一年間で 8億 5千万人の飢餓が) 10億人までに至っ
た生存の危機に瀕している飢餓状況の同世代人か，どのようなつながりの中で
生存の危うさに至っているかについて 各自なりの子がかりを取りi'sしながら
考えていくものである O 特に特定の手がかり足がかりを設けず，上の過程それ
ぞれで思い浮かんだものを蓄積していくかたちで行う。
( 5 ) 群像追体験の各ケース追体験
以上のような手がかりをもとに各ケースについて追体験を進める。まずケー
スを始めるに当たって先に触れた「生存に関わる成系構造」を辿る。
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A. 生存にかかわる成系構造
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人間生態系をなす人間の生存を維持する成系構造は，産業革命期を境に，大
きく転換した。それ以前にも，神宮，貴族，封建領主，武士，商人など，の形
で全人口に対する比の上で、は少数ながら存在していた非自給人口が，工場に雇
用される人口の急激な増大によって加速されたことによる。
a 自給人口における生存を維持する成系構造
自給人口における生存を維持する成系構造は，言語の起源，社会の起源にお
ける成系構造と近似的に対応する構造である。生存の点から，より詳細にこれ
を見ると，次のような性格を呉えている。
1 .生産の目的
人間生活の生産，維持が，生産の目的である。それも，賃金所得を媒介とし
ない生産，維持である。社会の起源の基qilhは，食糧生産で、あり，文字どおり生
存が中心的な目的である。目的としての人間生活の生産 維持の基底にあるの
は，人間の生産，育成を含む生存である。
2. エネルギー・物質循環
自給のもとでの食糧生産では，エネルギー・物質循環は，直接的連結によっ
て形作られる。即ちエネルギー・物質循環が 他の人間の介在を必要とせず，
したがって，切断・ 1:=11新される余地はない。自給のもとでの食糧生産では，生
産された食続は，生産の当事者自身がこれを食べる，良1]ち消費される。良Ilち当
事者が生産し，その当事者が，自身の生産したものを消費する。
3. 生存のルート
生存の視点、から見ると 自給のもとでの食燈生産の場合 生存のルートは，
生存の当事者が握っている。したがって 生存のルートは，他の人間の介在を
必要とせず， したがって，切断・中断される余地がない。
ここで，以Jこを自然生態系との関係に焦点を置いて見ると，生産のありょう
の上で，以下の性絡を見出すことが出来る。
1. I~I 給のもとでの食糧生産によってなされる人間生活の生産，維持は，自
然生態系の一部をなす人間の生物としての生態，種族の生活の生産，維
持である。
2. 人間の生産は 自然生態系の一部をなす生物としての種の保存の契機を
なすものである。
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3. 自然生態系全体で， 自然史を貫いて形作られるエネルギー・物質循環を，
人間自身の身体という自然の一部を媒介としてエネルギーを，食糧植物
とそれを取り巻く自然生態系との相互交渉的関係としての生産に注入す
ることを過して形作る。また その結果得られた食糧植物という生産物
を食べ，消費する o これにより，身体外的には，食物連鎖に連なり，物
質を摂取し，エネルギー源を入手する。身体内的には，そのエネルギー
を筋肉エネルギーとして発動する。その過程では 生体エネルギーの生
成過程である呼吸代謝郎ち ATP生産を媒介するクエン酸回路をは
じめとするエネルギー・物実過程を体内でも形作る。このような形で生
存の自然生態系部分が形成されている。
また，今度は先に述べた性格を，人間生態系との関係に焦点を置いて見ると，
次の性格を見いだすことができる。
1.自給のもとでの食糧生産においては 直接生存に連結する活動が，共同
体による協働活動によって形作られる。
2.偶人家族の生存は，直接生存に連結する共同体による協働活動のもと
で，自身もその一部をなすことで成立している。乳児期，幼児期，老齢
期のケアによる生存は このもとで家族 共同体によってなされる。
3.生産，そのもとでの生存が，このような家族の共同体のもとで形作られ
る社会的価値意識によって，それ自体が毘的として目指され， 自的意識
的になされている o 産業革命期以降の企業体における生産のもとでの意
識では成員の生存そのものが毘的ではないのと対照的である。
4. 人間生態系は，このような生産・生存を自約とする地域ベースの共間体
によって構成されている。
さらに，言語生態系との関係に焦点を置いて見ると，次の性格を見出すこと
ができる O
1.言語生態系は，一方で，人間関の協働を媒介する性格のものであり，他
方で，自然に対する人間の働きかけである生産を媒介する性格のもので
ある。
2.共同体における生産を基底とする活動を媒介とし，共同体の中で，生態
学的意味を共有する。
3. 詳しく見ると，言語の内的生態環境では，生存に直結する共同体での社
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会的錨値意識，郎ち文化としてとらえられる意識と 社会観，世界観，
およびそれらを形作る概念推論判断などの認識を共有する。さらに
は上に述べた生産の形のもとでの生存をぐースとして形作られる生きるた
めのスキーマ(ライフスキーマ)が形作られる。即ち，共同体，家族，
のもとで生産すれば生きられるという生存のスキーマと，自黙生態系の
もとで生産を行えば食えるという点に支えられた生存のスキーマであ
る。また，言語の外的生態環境では，一方で，協働を媒介し，共応体に
おける生産諸活動 また共同体内での言語，他方での社会観，世界観，
自然観(および，概念，認識)のやりとりによって，自然生態系上の穏
わりの下における生産を中心とする人間生活のための言語活動がおこな
われる O
b 非自給人口における生存を維持する成系構造
一被雇用人口の場合:ただし 被雇用 非農耕・工業従事人口の場合一
被雇用(非農耕・工業従事)人口(以下[被雇用J)の場合，生産を維持す
る成系構造は，自給人口と大きく異なる次のような性格を呉える。
1 .生産の目的
企業体による生産自的 例えば繊維の製造・販売(に基づく利潤の取得)
である。良IJち生産物の換金でらある。
2. エネルギー・物質謁環
間接的連結によって成り立っている。生産活動主体である人間のエネル
ギーや，原材料の物質は，企業体の生産目的のために作られる生産物， &Pち，
製品に注入される。生産活動の主体が， I製品としての生産物を食糧として
摂取することで，エネルギー，物質補給を人体に対して行うjことは，当然
ながら実現しない。
工業生産従事者の生産活動主体で、ある人間の摂取する食糧は，自分とは異
なる人間が，販売目的のために生産した食糧を購入して，それを摂取するも
のである。
開ち，工業生産活動主体自身の「注入したエネルギー(身体的・精神的な
エネルギー)が，生産物として実現し，それを食糧として，摂取(消費)す
ることで，エネルギー・物質を取得，消化，排出し，それによって身体の外
では，食物連鎖に連なり，そのもとで身体の外の水循環，炭素循環，水素循環，
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エネルギー循環に連結されるj過程は形成されない。また，身体の中におけ
る，民IJち，生体内には，生体エネルギーの生成過程であるl呼吸，代訪問lちA
TP生産を媒介するクエン酸回路の形成 筋肉エネルギーなどへの変換を経
るエネルギー・物質過程を体内で形作るが それは 自身のエネルギー注入
により取得された対象の食糧を媒介としない。従って 自己のエネルギー注
入，生産物の生産，その直接的摂取の過程は形作られない。
3. 生産のルート
生産のルートを生存の当事者が握っていない。食糧という生存の手段は，
当事者が購入することによってしか入手できないためである。購入できるか
否かは，多次元，多要因によって影響される。極端な場合，購入制li格に相当
する「お金J，WJち被原作lの結果取得された所得が得られなければ，また不
足すれば，!!出入できない。
被雇用者の所得の獲得の回害条件は多様に存在する。直接的には， fl国f-雇，
契約!羽I'MJの終了，給料の遅配，賃金カット， I~日接的には，原則側からは，企
業の倒産，医|際競争のための人件費の抑制，人員整理，被雇用側良IJち当事者
のiWJでは，病気，労働災害などである。所得の不足条件としては，戦陣，正
m . ~I: 正規の別，賃金1 liJ)支など，によるものがある。この両者を取り巻く広
L 、 ~t態環境の 一 |二では"景気，グローパル化(金融-資本・貿易の自由化，規
制緩和!などに食綿危機(原油の高騰による引き金の場合もある)，教育制度:
(高所得可能な高等教育機会の広さなどに家庭開境などである。
以上を，自然生態系との関係に焦点を置いて見ると，以下の性格を具えてい
ると見ることができる。
l.被庭用(非J*M・工業従事)人口によってなされる生産は，自然生態系
の一部をなす人間の 生物としての生態 食物連鎖に連なることを典型
としてなされる生産ではない。たとえば工場で、パソコンを生産すること
が，食物連鎖に(少なくとも直接的に)連なることに，よって得られる
生産維持そのものではない。
2. 自然生態系全体で，自然史を貫いて形作られるエネルギー・物質循環を，
自分自身の身体という自然の一部を媒介として，エネルギーを発動し，
コンビューターの原材料という自然生態系の一部をなすものを手段とし
て生産物を作りはするものの，それを，自分自身が摂取し，自分自身の
生体内エネルギー・物質循環を形作る事はない。自分自身が，身体外の
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食物連鎖，水，炭素，窒素，エネルギー循環と，自分自身の生体内エネ
ルギー・物質循環を連結させて形作ってはいても、そのエネルギー・物
質循環の過程は，自分自身が(例えばコンビュータの)生産において形
作る身体内外のエネルギー・物質循環と一致しない。即ち， I三!己の生産
活動をめぐるエネルギー・物質循環と，自己の(食糧)消費をめぐるそ
れは，二つの別の物が併存しており，直接にー体のものではない。
別の点からみると 生産と消費は分離している。また，自分自身の生存に直
結する食糧については，消費専ーであり，生産不在である O
次に，人間生態系との関係に焦点、を置いて見ると，以下の性格を具えている
と見ることができる。
1.直接生産に連結する活動，典型的には食精生産活動，が，協働活動，共
同体において形作られる事はない。協{動活動，共同体があるとしても，
企業体が設定する目的のため及びその目的に向けた生産のそれである。
2. 当事者側人，家族は，直接生産に直結する|お側j活動，共同体の中で，自
身もそれを形作って生産することや，乳児期，幼児WJ，老齢W]のケアに
よる生存は， lth11効活動，共同体のもとで家族，共同体成員によってなさ
れる (t、わゆる|持保相互扶助)，事は起こらなti 0 
3 生産や，そのもとでの生存が，このような協働活動や，共同体のもとで
形作られる社会的価値意識によって，それ自体が目指されることはない。
産業革命期以降の企業体を中心として形作られる価値意識のもとでは，
その成員メンバーの生存自体が生産の直接の目的ではない。
4.人rMJ生態系は，生産，生存を目的とする地域ベースの共同体によって構
成されるものではない。
5. r生存のルートを生存の当事者が握っていなしリこと 「食糧という生存
の手段を，当事者が食糧を購入できるか否かが，多次元，多要因によっ
て左右されるjことに対して，工業従事人口発生以来の人類史民1]ち人間
生態系史は，以下のようないくつかの手立てを形成してきた。
それは，工業従事人口発生以前の自給人口専一期に形作られていた隣保・相
互扶助，そのもとでの家族のケアが，工業化によって共同体や家族のHTIらぎが
解体するのに伴って弱体化するもとで形成されてきた。
欧米， とくにイギリスでは，当初は，エリザベス 1-1立のもとでの公的な救貧
法，そののち， 18世紀後半の新救貧法(ギルパート法)， 19世紀になって民間
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福祉部分の労働者の相互扶助(労働組合共済，友愛組合，生活協同組合)，近
代形態の慈善事業 ソーシャルワーク，セツルメントの形態が進められた。こ
れらはロパート・オーエン，サン・シモン， フーリエなどによる恐慌，失業，
貧困への対策や，労働条件規制による過酷な労働による疾病への対応，協同組
合との坦!念的結合，その他フェビアン協会などの対応としておこなわれた。次
いで19世紀，救貧法廃止後ウェッブ♂夫妻のもとで，老齢，経済援助，自然災害，
経済変動，自然災害，低賃金など1M人責任によらない，生存危機への対応がな
されていった。
アメリカでは， 20!仕紀に入って，国民保険，公的扶助，失業扶助の立法化
が始まり， 1929年恐慌後のニューディール政策の下で、の社会保障法，ベヴア
リッジ休ilJlJが第二次大戦の戦乱期(1941年)に始まり，労働災害補償，社会
福祉の強化，等の社会保障体1I11Jが控1Il(但し医療保険は，ニューディール以降
このH寺則さらに21世紀オパマ政権に至るまで不卜分なまま)された。
日本では，古代，近世の|持拡!相互扶助に続き， 20世紀前後から民間の慈善
事業(スラムに同居して支援するなど)セツルメント，匡!家による感化救済事業，
社会事業が，救貧1I11J度を中心とする社会事業・厚生事業と平行して進み，第二
次大戦後占領下で成立した生活保護法，児童福祉法 身体障害者福祉法に基づ
き，社会福tü:~lJ.業として形成された。また高度経済成長下では i主|民皆保険皆年
金体1IIIJができ，他方社会保障運動として朝日訴訟など結核で無収入ぎりぎりの
生存権の保障を求めた動きが続いた。 1970年代以降高齢化が始まり高齢単独
Ui>市，少子化による家族規模の縮小，高齢者介護への対応が予防的，計画行政
的社会福祉の形で、90年代から始まった(正確には1989年高齢者保険福祉推進
10ヵSi=.l(tX1各[ゴールドプランjから)。
これに対し，特に 90年代後半の構造改革の下で社会連帯，国民相互扶助が
強制されITの公的負担を減らし， r福祉の地方分権化」 自らの努力による自立
した生活(自助)が進める形に転換された。 1997年以降のいわゆる「社会福
祉基礎構造改革jである。そのドで行政主導の措置制度を 民間の主導による
効率化を目指す契約制度への転換がなされ，介護保険 障害者福祉もその中に
含まれている。
1990年代後半の日本のこの動向は，イギリスの 1980年代サッチャ一政権
下の「小さな政府J.民間移行追求と軌をーにしている。サッチャ一政権下では，
住宅政策で公営住宅が民間に売去pされ，売れなくなった公営住宅(老朽化)に
低所得者が入る転換に示される方向に進む一方，コミュニティケアが大手スー
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ノfー の経営者主導で，民間部門主導に向けられていった。いわゆる営利部門の
導入に基づく民間の参入による「福祉多元主義jである。この下で多元とは「公
的のみによらなしリという意味である。これにより社会福祉・社会保障は「市
民のニーズjにあわせてその入手の可能な人には入手できるものになっていっ
たといえる。
6 他の生物では存在しなかった人間生態系における社会福祉，社会保障は，
(所得の再配分，ビルトインスタビライザーなど)雇用を前提とする生
存の保障である社会保障社会福祉手段の持つゆえに 多元的多要因依存
の性格をもっ。
何よりも前提として所得のベースとなる雇用自体が(リーマンショックで典
担的なように)多様な要因に依存している。例えばアメリカ中心の消費，各国
のそれを支えとする!愉l出，それに向けた企業活動，その下にある雇用，同時に
P:J， ド、ルなど通貨市j場 金融市場 証券市場がそれらの実体経済に対して，多
線な独立した動きを形成し，実体経済，その中の雇用をまた直撃する。
多次元-多要因のうち 構造的基軸として 90年代以降のグローパル化加
速の下で、原問が手iW1化を迎えている。雇用は産業革命期以降，波状的な不況の
たびにコスト削減の対象となり，解雇，一時帰休(レイオフ)の対象となって
きた。国営企業化した旧ソ連圏 中固 またニューディール下のアメリカでは
ケインズ経済学に基づく完全雇用政策 また20世紀前半から90年代以前の北
欧での社会民主党政権下の福祉政策の下での完全雇用政策化の影響を受けた
60年代以降の日本ではそれでも終身雇用が一応成立していた。
それが 90年代に入ってグ口ーバル化の加速化の下で， 10数年のうちに何れ
も一変し， 1 1::比I~会主義|歪1，アメリカ，他の欧州1，北欧， 日本，どこにおいても
雇用の「流動化J，有期雇用化が一気に進んで 完全雇用追求はもはや形をな
していないc
Ij}l寺に社会保障政策も，前述のサ ッチャー及びレーガンなどでは，フリード
マンの新自由主義製経済政策と連動して，r小さな政府」化，r官の民への移行J，
「競争導入による効率化J，r社会保障費の段階的減額J，r公共投資削減」によっ
て，雇用と共に縮小の歩を急速に進めてきている。
最後に，言語生態系との関係に焦点をおいて見ると 被雇用・非農耕・工業
従事人口の成系構造の次のような性絡を持っている。
l.言語生態系は直接生存に直結するための協働を媒介する性格のもの，で
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はない。
2. また言語生態系は共同体の生存に直結する(例えば食糧の)生産を基底
とする活動を媒介するものではない。企業体の中にも共同体は形成され
るが，それは，直接に生存に直結することをめぐって形づくられたもの
ではなt¥。言語の生態学的意味の生成は，生存を契機とし，自然生態系
にも直接つながる自然の生成，それに統合される限りでの人間生態系即
ち社会の生成とは一体化されない。
3.言語の内的生態環境では，生存に直結する共同体における社会的価値認
識.文化.社会観.世界観，及びそれらを形作る概念，推論.判断など
企霊蓋，は形成されない。生存のためのスキーマ.生きるためのスキ一
三は，当然のことながら雇用という形で働くことで働けば食べられる，
ということをベースとして形作られる。従って その背後に自然生態系
とつながり，その支えが根本的な生存のためにあってそれとの関係で働
くことが食べられることにつながる という捉え方はない。
また，その言語の内的生態環境では，生きるために働くことそのものを媒介
とする自然生態系に関わる概念，認識， 自然観は形成されない。また一般に都
市型生活者が多いため自然との他の接点も限られ この傾向は増幅される。
言語の外的生態環境では， 自然生態系との関わりの下で形成される生存に直
結する生産における協働を媒介し 共同体で、の生産活動を支える言語のやりと
り，その下で、の社会iei， 世界観，自然観及び概念，認識のやりとりは存在しな
い。また}疋Jlの形態によっては，機械化・ロボット化が進んだ工場での生産ラ
イン，有期雇月T化， さらに都市型生活で共同体の後退により，孤立化した個人
間のやりとりが増大する。それがまた共有の社会的価値認識の形成を阻むため，
内的共通基盤をもった外的言語活動が困難となり易い。
B. 各ケースの追体験
前節の，群像追体験の構成，読解タスクを通じた「生きるためのスキーマJ
の自己・相互育成活動 群像追体験を同世代人 10億飢餓の視点から考える作
業を，以下のー人ひとりについて辿る O 各ケースについてどの活動をどこまで
行うかは当該カリキュラムに応じて決める O
a ケース
各ケースのテキストは，以下の各タイプによって桝成される。
l.学習者参画担作成テキスト(以下の冒頭の 3点)
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自身について及び聞き取りによるテキストの両者。(当人の了解を得て
掲絞)。
2. T V番組内容及び取材班報告(続く 2点)
3. 文献要約及び引用(上記以降のケース)
韓国人日本留学生金さん
〈大学院生，留学生 リーマンショック遭遇〉
9 }とjに起きたアメリカの金融危機により世界各国に広がる金融危機はいまだ
に続いている。
日本でで、は[丙i呼千M封来E年のZ卒存業を向けて今年カか、ら就職活動をしなくてはいけない1時i侍寺}期8羽j 
でで、あるが， このf危芭機が統く j場揚合 白分はどうしたら良いのカか、j深宋く考えなければ
ならないIf時l寺j則羽jがやつてきた。悦国へ帰帰.り !紛;昨咋国で
本でで、j就;沈沈釧月職故するべきカかか、νt悩尚む日々 でで、ある。
景気恕化による就職への不安は益々強まるばかりで 仕事につくために自分
は何をすべきか正夜なところ，頭の中は真っ白である。今の所，とりあえず卒
業するまで学業に専念したい。その後，国に帰り，英語の勉強や就職するため
の試験の勉強に 6ヶ月lWiL2010年内に就服することが自分の計画であり，そ
れ以上のことは何も考えられないくらいの不安に溶ち込んでいることが事実で
あるの
2008年大学院に入学した私は悩むことなく大学院の修了後は日本での就職
であったの
しかし， 1í~1{1::' 9 FIに起きたアメリカ金融危機により世界各国に広がる経済危
機はちょうど就職活動を始まるl時期と重なった。この経済危機により斡国は経
済沈滞に陥り留学生である私にとって最も敏感な為替はウォン安が進む一方で
あり.FI本も例外ではなく.経済沈滞に陥り始める一方でPi高が続く状況であっ
た O
iju1t国のインターネ y 卜では ちょうど10年前に起きたアジア通貨危機のよ
うな状況に近づいていることが日々流れていた。急に起きたこの経済危機によ
り私はどうすれば良いのか パニ yクが状くf態芭でで、あつた。続く円高ウオン安による
i儲主訂q学生t活I百苦への不笈安tやji耐両;百而I可d国で、行行.うコスト削減によるj雇荏j月:干別|
来をどど、う設計計.して行けlば正良いのカか、も考えられないくらいでで‘あつた。自分一人で
悩む日々が続き，身体にも31影響を及ぼした。このままでは時間が過ぎてしま
うという考えもあったが どうすれば良いのかが頭に浮かび‘ーヒがって来なかっ
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た。匡lに帰って就職すべきか，それとも少しでも日本で就職すべきか，私は本
当にどのような仕事に就きたいのか等を悩み続け 周りの友達に相談してみて
も皆同じ状況であったため， I分からなpJという言葉が一番多く聞かれる答
えだった。ある日，白分一人で悩み続けても答えが見えないと思い，学部時代
の先生を訪ねたcこのような状況で私がどう生きていけば良いのかを相談した。
先生からは自分が現在置かれた状況の中で成し遂げる可能性を一つずつ消して
いくこと(原文のママ)も一つの方法であろうというアドバイスをいただいた。
先生のアドバイスが見える結果ではなかったが，悩む続ける私にとっては苦し
い日々の中で一息できる糸のように聞こえた。経済危機という起きた出来事に
対して|嘆き続けても仕事をもらえることではないと感じた。それで私は，とり
あえず日本での就職を始めようとしている。 5年間の日本での留学生活を無駄
にさせないためにも就職に向けて少しずつ勉強し始めようとしている。
中国の旧国営企業従業員 Aさん
〈民営化でリストラ 専門学校卒業生〉
Aさんは中学校を卒業して，経理専門学校に通っていた。大学に進学しなく
ても，せめて何かの技能を持っていれば，卒業後は地元で何とかして就職でき
るだろうと思った。しかし 現実はそんなに甘くなかった。専門学校を卒業し
た97年頃に，将来のことを考えると，やはり安定した就職を保障してくれる
国営企業で働きたいという願望が強かった。しかし，知りょうもなかったが，
その頃は中|主|では国営企業の内部で民営化への制度改革が知らず知らずのうち
に始めていた(日本語そのまま)。とにかく，安定した職につきたいから，一
家総動員でコネを頼つである国営のホテルで就職することができた。最初は仕
事が忙しくて大変だったが，就職ができた安堵感に包まれた日だった。安定し
た仕事を持っているから，親がず、っと心配してくれた縁談の話もうまくいくよ
うになった。新婚生活が始まった早々，就職してから 4年目のある日，突然「今
後会社は伯|人営業になるので，皆さんに一定の退職金を払うから，新しい仕事
を探して下さpJと言われた。結局， 4 万元(約 4 万円~4. 5万円，ただし日
本と物ll1iは異なる 問iI崎注)の退職金が安定した生活を終わせた(日本語その
まま)。将来の生活に対ーする憧れが不安に変わった。失業状態で毎日家にいる
ようになった。よりによってそんなH寺に 妊娠していることが分かった。夫は
仕事をしているし，支給されたお金もあるからと思って，子供を産むことにし
た。忙しい仕事から解放されたが，決して気は!怪くならなかった。子供の養育
言抗生態学に基づく持続可能性日本語教育方法論
一生存を主題とする学留のデザイ ン 103
費もあるし，夫一人の給料ではだんだん家計を支えていけなくなる。子供を親
に預かつて(日本語そのまま) アルバイトをし始めた。月500から600元程度
の給料だったのその後 バイトが 2回も変わった。今20代後半の自分はこれ
からもバイトで生活費を稼ぐか，それとも小さい商売でもいいから，自分で何
かをやるかと迷っている。子供の笑顔は今の最高の慰めだ。
アジ-ア通貨危機の下でのマレーシア日本留学生
〈アジア通貨危機の際リストラ 日本へ情学 公務員を目指す〉
出身地のマレーシアはタイの隣にある。タイ通貨危機の影響はもちろんあっ
た。特に1997年の末から2000年までは大きかった。当時一定の職場で働くこ
とが出来ず，何回もil引放した。 リストうされることもあった。それまで頑張っ
てきた白棋を一瞬にして泊され どう未来に進んでいっていいかが分からなく
なった。マレー シアでは タイやインドネシア バングラデシュから外国人労
働者が殺到している状態であった。
そのI/~~\あるレコード会社で倒jいていた。タイの通貨危機後しばらく，最初
は何事もなく普通に生活していたが だんだん状況が悪くなって企業や銀行が
続々倒産し，失業者もたくさん出るようになった。そして私もリストラされた。
その後，友達の紹介である小さいレコード会社で、働くことになった。賃金が低
くて毎日夜中の 21寺から 31寺頃まで働いて ついに体を壊した。もちろん仕事
も失った。
それからの 2ヶ月 仕事が見つからず貯金だけで生活していた。仕事はたく
さんあった。ただし，賃金が少ないので一人暮らしの生活には足りなかった。
自分の好きな仕事がしたかった。しかし現実はそれを許さなかった。自分でど
うしたらいいか分からなくなった。周りの友達と相談しでも，いい結論に至ら
なかった。周りのみんなの状況もよくなかった。その後 仕方なく私は学校の
1:~~II~r教師にな っ た 。 教師は公務員であって政府から保証されているからだ。こ
の一連のことで，私は「世の中は甘くなし~J， I現実と理想は違うJということ
が分かった。
大連に渡った日本人の若者二人
< I~I 本で-派遣社員をい く つも経験 中国の大連で 日系企業での正社員に採
Fl'Jされる機会を求めて，中国で働く 〉
日本で、の XEJJ~社員への道に展望がない中で l:j=l国に活路を求めた。l二|二"主lの大
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連に進出している日系企業に就職して正規社員になる道を追求した。そのため
に仁中!
めに，日本の消費者向けの電話勧誘の仕事に就いた。ぽぽ-E:い一1:1，日本全国に，
日本企業の商121を紹介し 注文を取り付・けるのである。しかし収入額は日本と
の物価高を考慮に入れても低い。 1:こq盟諸を学習する学校に通うのに，中古の自
転車があれば，仕事が終わった後早い|時間から学習に参加できるが，それが買
えない。代わりに歩いて行く O 日系企業への就職の[面接は厳しい結果だった。
中国に来て経験していた日本向けの仕事の積み重ねは，中国の日系企業で求め
る人材の能力を蕎f~することにつながっていなかった。而接に当たって，而後
宮からその)~î を指摘された。 (2008 NHK番組[クローズアップ現代J要約)
日本，旧正社員ユキさん
<1日正社員，病気のj司・と二人暮らし〉
ユキさんはE重focい病気の!母ヨ
初任給2初0万の会十村社j上;で、イ刊官働f由き， 一軒家をローンで購入， 正社員として働いていた。
2004il人働いている工場が中国移転のため， I~I内の別工j場に移るよう辞令を
受けた。
母親の看病があり 地元をi;，lWれることはできなかった。結局会社を辞めた。
失業保険をもらいながら再就職先を却した。しかし資格のないユキさんに再就
職先は見つからなL、。ハローワークに 1日おきに通い詰める日々を過ごした。
新規募集のページでは「看設耐iJI薬剤師」などの資格を必要とするものばか
りだった。「今，この会主1:を辞めたら先がない。しがみついていこうと思った
んですけど，母のことを思うと家をmwれられなくて，退職という道を選びまし
た…・・・。 正社員にこだわっていましたが，今は準社員でも何でも，本当に仕事
があって， {確実にお給料がもらえて・…というのが望みです。企業も海外だけ
に1I1~ を向けるのじゃなくて， 日本でもこうやって働きたい人がいるんだから，
日本の過疎地にも!恨を向けてもらいたいです。Jと失業保険の支給期間が残り
1か月になったH寺， NHK の「クローズア y プ現代」のJ最!1~のためのテレビカ
メラの前で心JJ~ を話った (2007 NHKスペシャル『ワーキング・プア.]E促材
腕)。
アメリカのローンに苦しむ母
〈アメリカ，ローンを重ねて生活 サブプライムローンの利月3者〉
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90年代の半ば以降，アメリカでは大銀行を中心(こ，貧しい人に対しても住宅，
車などのローンの売り込みが加熱している。サンディーのような学生でお金が
全くない者にも 1日に l件は勧誘を受けるような状況である。
サンディー自身はローンを借りなかった。しかし親元(母親)にはサンディー
のための学資ローン l万8千ドルのローンがある。クレジットカードの負債で
l万2千ドルの未払いもある。母親は，通勤のために必要な車のローンを組ん
でおり，利率が何と年24%である。
ローンの返済はとどこおっている。クレジットカードは 車の修迎や子供の
健康・教育に必要な場合に限ってしか使っていない。ただし中流階級だった悶:
~~~はクロスカントリースキーやクリスマスに出資することはある。
それだけでしかしクレジットカードの請求書は雪だるま式に増えている。ア
メリカでは滞納がある借り手は[サブプライムjの借り子と分類される。これ
は信用度が低い「要注意の顧客Jという格付・けで 高い手数料と金不IJがii*され
る。車のローン，クレジットカードいずれも同じである。 2007年夏¥低所得
者層向け住宅ローンとして世界中に知られるようになったサブプライムローン
である。サブプライムローンは， 90年代の中頃から 5年|品jの|聞に，一気に10
倍になるほど積極的な勧誘と安易な貸し付-けで多くの人に広がった。
母親はいよいよ払いきれなくなって 破産宣告するか悩んでいる。中流階級
だった彼女は，破産宣告は生活の崩壊と同じでとてもできそうにないと思って
いる。過去に経験したことのないこんな状況になって 「貧困の淵|に立つこと
がどれほど異常なことなのかjを骨の悩まで知らされている。 r2ドルが重大
な金額で， 25ドルはものすごい金額だ」と感じるようになるとは未だに信じ
られない思いである(この時点， 1ドル二1l0PD0 rl白lじものでしょうか，つ
まり人生がこんなふうになる前の普通の人生とJr私思い出せません。それが
どんなものだったか思い出せないんです。毎晩毎夜 間えりにっこうとする 1弘
首を絞めるような不安がありますJrどうやって請求書の支払いを延ばそうか。
もし何か特別なことが起きたらjというような思いが去来する日々が続いてい
る。
結局フィナンシャル(金融)カウンセラーの納めに従って，破産宣告に必要
な弁護士資'用申請手数料を食費を節約し， 7 ヶ月!'1m!行:金してI:I，l~m したばかり
である。この|剖， r 2遡おきの小切手の半分は家賃に， もう半分はIli，それか
ら電気・ガス・水道代と 仕事の行き帰りの交通貨jに使う。「下着の買い換
えはできなpJrクリスマスもしなしづ「食事はするつもり」のようにして乗り
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切るという日々を送っている (2007 ジプラ- pp.33・35を要約)。
ハイチの農民，フィリベ・ミシェル
〈自給農民だったが土地を失い，精米所で働いていたが，米の自由化でアメ
リカの安い輸入米が入って来たため先の生活の見通しがない。〉
フィリペ・ミシェルはハイチの精米所で働いている。何卜年もの|苛，米はこ
の地域の何万人もいる皮-民の生活手段で、あり収入源であった。今農民たちは土
地を売って外に U~/て行く。一部は首都ポルトープランスのスラムに行く。一方
で、は仕事があると考えてドミニカ共和国へ行く。もっと危険な場合には命がけ
でアメリカに不法入国を試みる c フィリペの友人と従兄弟はそうやって命を落
とした。
ハイチでも米が自由化の対象となった。政府は輸入食IE:に対する規制の解除
を迫られた。その結果 安い輸入米が大量に入ってきた。多くはアメリカか
らであった。アメリカでは農業に対する年間50億ドルの助成金を受けており，
安く米を輸U~/することができる。
一方，ハイチでは WTOによって助成金の上限が定められている。ハイチの
農民がアメリカの輸入米に対抗することはできない。ハイチの農・民は「安い米
の輸入から保設されない限り，俺たちに将来はない。皆，もうおしまいだ。j
と考えている(シーブルック2005 pp.97・98)。
派遣切にあった30歳の日本人男性
〈リーマンショ yクク後派遣切りにあい，社員寮からの退1':J:l/をせまられる。〉
午前零時。 名古屋駅前のハンバーガーショップ。固いいすに腰掛け，監を見
つめる男性がいた。 J~hには 半透明の衣装ケースとボストンバッグをくくりつ
けたキャリーカート。着替えや身の回りの雑貨を詰め込んである。
やがて所在なげに立ちあがり 屈を a~ た。「コーヒ- 1杯で一晩居座ろうと
思ったけど，人の視線が気になってになって10分も持たなかったな」。照れた
ように笑った。 34歳。今日 泊まる場所がない。
111のエアバッグを製造する三重県こも野U~.の工場で，半年間，フォークリフ
トの運転手として{効t¥た。不安定な派遣労働だった。 10月28日に突然契約を
解除され，寮を追われた。 121日市市で職を探したが見つからず30日夕，名古
屋にきた。財布には500P=J玉1枚とわずかな小銭が残るだけだ。
( 1=1:/1各)男性は 3年前に肢を痛め，当時の勤務先を退職した。離婚し，二人の
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子どもとも別れて暮らす。リハビリを経て 心気一転，新しい仕事に精を出そ
うという矢先の先月上旬 北米自動車市場の冷え込みで 会社の生産計画が先
送りとなり，人員削減が始まった。
雇用契約にない荷降ろし作業を強いられ再び腰を痛めた。数B欠勤すると，
上司は言った。「腰痛?ほんまかいな。明日からもうええよj。他の二人と一緒
に解雇された。「とにかく人を減らしたかったんでしょうねん男性は顔をゆが
めた。
(中略)午前一時。男性は名古屋駅に向かった。解雇された時， I何日か寮にお
いてほしいjと頼んでみた。だが あっさり断られた。「不、況の真っただ中に
pるんだし，仕方ない。即入居可の寮付きの派遣なら，もう何でも L斗リ。
人気のなくなったロータリーで 男性は体を縮めた。(毎呂新鶴 2008年1
月2日付)
東京新宿で，ホームレスとして生きる人 Mさん
〈建設の土木工事の仕事を持々する。新宿の地上， ビル横の小さな公園で野
宿。午前i2時半からおにぎりの行列に並ぶ〉
朝4持から 4n寺半頃馬場へ行きます。うん歩いていくよ，ここから。たまに，
新大久保のとこで¥ (労働者を)探してるライトパンに会うこともある。新宿
に来てからは， 2年ぐらいたつけど，あんまり仕事はないね。先月は10Bぐ
らい働けたけど， うんこれはいいほうだね。そうねえー， 5 ~ 6万円かな，稼
げたのは。泊まるときは山谷までいくんだ。ビジネスホテル。 1900河で密数
券があるし。風呂もあるよ。だけど，これで作業ズボン買ったり，下着買った
りするといくらも残んないからね。そうねえ，一週間もてばいい方かな。
ここに(新宿の路上)にいると 風呂入れないからね，これがこまるんだよ
ね。風呂屋へはときどき行くけど，洗濯したら1000丹ぐらいはすぐなくなっ
ちゃうし・・・・・・。ここにいるときはボランティアのおにぎりに並ぶこともある。
耕ね。教会の人なんでしょう?あれさ。うん，戟2時半頃から並んでるかな，
早いやつで。でも仕事があるときはそんなことやってられない。遅れたら仕事
にありつけないからね。丹，水，土は，カレーもあるよ。ほらインドの，なん
でたっけ。配ってる図体あるでしょ。それ以外はさ 探すしかないね。区役所
はほとんど行かな~¥ 0 タバコは拾って吸うこともある。寝るときは，今はここ
だけどね(新宿の地上，ビル横の小さな公国)。地下街はしらみが多くてね。
あれが嫌なんだよ。それとね，今はときどき走っている。足腰弱ると働けなく
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なるからね。 体操もする，腕立て伏せとか。おなかが空いているときは，やら
ないけどね。
(Mさん 50代 1996年8月 新宿西仁J) (岩1112005 pp 104-105) 
東京新宿で，ホームレスとして生きる人 Fさん
Ofnt~新宿，公園で段ボールにリlf宿。セブンイレブンの期限切れの食物を食
べる o J風長風i札ITt，':し，，':呂I
このところはこの公図にいる。うんだいたいこの辺かな。いや，テントじゃ
なくてダンボールc やっぱりね なんかあったとき困るから。いろいろいわれ
たりして o 1司じホームレスのくせして ここに家作るなとか何とかいってさ。
ほらあいつだよ。あいつ。あの担子郎っておもったけどさ。まあね。けんかして
もはじまんないから・・・・・・。 ~I~ ?あ一 雨のH寺はね へー それは頭働かしてね。
この木があるでしょう，だからさ，大きな木のところにビニールかけたりして，
まあなんとかするのよ。早いよ。さっとやっちゃう。ダンボールは，拾ってく
る。捨てであるヤツを。なるべく大きいやつね。(屋恨のある)区のギャラリー
のとこもあるけどね，そこにはし功、なPo (食事は?) .やっぱり，セブンイレ
ブンとか，ああいうとこの残り物ね，期限の切れたやつ，拾ってくる。ダメっ
ていわれたこともあるよ。もちろん。全然とれないこともあるから，一一日や二
EI，食事抜くこともある。へたしたら，三日以上食べなかったこともあるかな。
隣の人が持ってきてくれることもあるけど。ここで煮炊きすることはないけど。
風呂はね，水で'jj-¥くぐらい。要はね，ね。あと洗濯物，昼間干せないからね，
ここはそういうとこじゃないんだから O してる人もいるよ。定まで作ってね。
釧釜なんでもあるよ。 蚊が多くてね，かゆくでしょうがないよ。困ることはそ
れだ。 乾きにくいんだけど，夜干すの。しょうがないけどね。
(Fさん 50代 1998il三8月 新宿中央公園岩1332005 pp 104・105)
北九州で，生活保護申請したが，できなかった大前さん
〈身体障害のある人栄養不足で入院働く意志あるが病気のためI'J!I来ない，
生活保諮EI=IB古，認められず〉
大IJ"Ifさんの住まいは|羽門海1成の近くにある。大前さんは右足の下の方が不自
由で，第 4級の障害者手1リミを保持している。次男は時どき食糧を差し入れ，長
73は， 1主Jitiÿ~J' を負担していた。 2005年9 月に水道料金が払われていないため，
水道が止められた。 9月末滞納のため，住宅供給公社の人が，現地調査のため
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大前家を訪問したところ 這って玄関先に出てきた。立ち上がるH寺は物に掴ま
る事が必要な状態だった。水道局の営業諜の人の通報で 大前さんが自宅で脱
水症状となって衰弱しているという電話が生活支援諜に入った。電気，水，ガ
スは停止され，食糧は，次男がパンなどを働いていたコンビニのあまりをさし
入れていた。大前さんはいつ頃からか 公園の水道の蛇口で水を飲んでいた。
水道が止められた後のようである。昨年の夏には近所の人が，大前さんの体力
の衰えを心配して 自治会長に相談を持ちかけた。自治会長は民生委員と相談
して，救急車を 1干んだ。 2.3日，病院に入院していたがすぐに退院してきた。
入院貨月3のことがあって退院した様子。 10月になって立ちくらみが始まる。「金
がないので働きたいが，この体制では働けないので生活保護を受けてそれで，
体を夜したいjと言っていた。外出で、きないため 近所とは顔を合わせること
なく，付き合いがない。ここ数年はパートを数カ月ごとに繋いで収入を得て
いる。 10月のl:j:1頃「生活のためにお金がいる。そのために働き口を見つけた
いのしかし，体力がなく 一人で、は外r'J~1 が難し pJ と言っていた。またまとも
なものを食べていないので栄養失調のような病気になっており，まともに働け
ず，たちくらみなどがする。部屋の壁や家具につかまりながら，立ち上がるの
がやっとであった。栄養失調になる前は玄関から 20メートルぐらい I;Jj~ れた!註
ili.J誌にー人で歩・いて移動する事ができていた。 12月に次男から差し入れがあっ
た折， 12 }=I 20日で差し入れを打ち切る，これ以上は援助で、きない，と言われた。
そのあと i;. I刊誌した妻もお惣菜などを容おに入れて次男に持たせていたようであ
るの本人はそれでも「働きたい，そのためにも，こんな栄養状態では働けず，
外r'!.lできないのでどうしようもないjの繰り返しであったとのこと O たびたび
生活保泌申請をしたが，長男が，家賃を払っている事を取り上げられ，結局受
け入れられることがなかった。大前さんがなくなった日は 正確には分かって
いない Q 餓死であることははっきりしている D 解剖の所見では l月ぐらいに亡
くなったと忠われ餓死状態で発見されたのは 5nの23日 自治会長の人が
発見している。(竹下¥吉永2006)pp. 13・25要約)
インド緑の革命の下の農民ナラヤン
(k~~の革命の結果，ライフライン上は，自給j菱地の喪失や 10年間で 4 J]人の
j史民が自殺するという状況が発生，さらに農ー業の商業化それに基づくコミュ
ニティーの崩壊という事態が進行した。〉
ナラヤンは，インド パンジャブ、、地方の小農民だった(以下ジョージ1990
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要約)。インドでは， 1960年からしばらく緑の革命が進んだ。緑の革命と は，
耕地を増やすことなく収穫量を大幅に増やすことを昌指した農業開発である。
まず第二次大戦中，メキシコでロックフエラー財団の援助の下で行われた。メ
キシコでは20年間の間に小麦生産量 3倍 とうもろこし生産量2倍となった。
1960年代初めにはフォード財団とも連携して フィリピンで稲の収穫を増や
し，インドでは場所によって50%の増産に至っている。資本の自由化がこれ
らを可能とした。 1960年代中頃 インドは外国との合弁事業を認めた。アメ
リカの多国籍企業がインドの肥料産業合弁企業に参入し 肥料の他にも投資が
なされた。
メキシコ，フィリピン，インドの例のように，財団支援によって研究がなさ
れ関連企業が投資した。ロックブエラー財団と連携を持つエクソンなどの多国
籍企業が，スリランカ，ネパール パキスタン， トルコ，アフガニスタン，台
湾，北アフリカなどで 資材や機械に投資して行われた(ジョージ向上)。
生産結果におけるプラスとマイナスとしては以下がある。緑の革命は，例
えばインドの穀倉地帯パンジャブで1960年代半ばから1980年代に至るまで10
倍以上の米の増産と， 4倍以上の小麦の増産利益を生み出した(以下シヴア
1997を要約)。地理世界史の教科書では このような緑の革命のプラス面が
強調されていることが多い。
一方，これらの増産は当初好調な量産を示したものの，伸び悩んだ。 70年
代の当初収益は27%増だったが 70年代後半には 2%増以下に落ち込んだ。
また， f吏用した水及び肥料単位量当たりの生産性比較では在来種よりも劣る結
果になっていった。
緑の革命で開発された品種は，在来種より大幅に収穫が伸びた反面3 充分な
水，充分な肥料，殺虫剤を大量に加えることを条件とした。特に肥料は従来の
4~5 倍を要した。
このような生産上のプラスとマイナスの他に 途上国農業開発にもたらした
ものとして緑の革命は途上国農業開発に大きな変化をもたらした。
第ーに資本の自由化を媒プ?とする多国籍企業の大静かりな展開はこの緑の
革命をきっかけとして始まった。
第二に，多国籍企業の本拠地欧米の農業経営がベースとされ，化石燃料依存
型の開発モデルが導入された。
このため，機械化のためのみならず，化学肥料・殺虫剤，農業資材にも，石
油製品が大幅に取り入れられた。
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第三に，土地の生態系の様相に応じて行われてきた農業が，市場向け・資源
輸入依存型に変化した。従来，農家自身のための自給食糧として，穀物，大豆
などの豆類，など，多様な作物の在来種が輪作で行われていた。ところが，市
jお向けに小麦と稲が在来種から輸入品種に転換 またil自作が単作に切り替えら
れた。国全体の食糧生産がH巴沃j也を選んで小さな地域の飛び地に限定された
(インドのパンジャブが典型)。更に国内の肥料や種などの資源に代え，海外か
らの資源購入に依存する農業生産に変わった(以上シヴァ 向上を要約)。ま
たその地の人の栄養の l二で、偏りを生んだ。豆類生産の自給が行われていた土地
にも市li'Fの小麦や稲を栽指したためである。豆類の不燃取によるたんぱく質摂
取皮減少で，インドネシアではたんぱく不足による栄養障害が報告されている
(ジョージ 同上を要約)。
第四に，食糧全体から考えると 水や良質の土地に恵まれた地域は集約農
業に月3いられた。それ以外の地域では 食糧生産が低下し(インドの場合で
70%) ，その分の所得不足で、食精!14入能力も低下した(この部分はシヴァ 向
上を要約)。
第五.に，大きな社会的な変動をもたらした。まず コミュニティーの崩壊で
ある。従来のコミュニティで架たされていた相互義務の慣行が縮小した(以下
ジョージ向上を要約)。例えば 富裕農民が機々な形で行っていた貧困農民へ
の緩助，貧富に関わらずできていた農業共同作業の範囲が縮小した。代わりに，
flu人と，銀行・梅子Jと料機関・食糧調達機関・電力准概組織との直接的な関係
が社会の 1:1:1心を形作るようになった。
それと同時に， U2民I出の対立が発生した。緑の革命で導入された品植は，肥
料，水，殺虫剤，除草剤の資材と機械の使用を必要とした。これらを購入する
能力のある農民と，家族経営にとどまりそれらを行わなかった農民との問に大
きな貧'高の差が生じた。これが対立関係を助長し，それが宗教的，民族的対立
を引きJ也こすもととなった(特にインド カシミール地方)。
第六に，農民の債務発生， PJIt農，者1m流民化が起きた。小農民のうち，家族
経;営;当主にとどまらず
!附『悦i持G入のための{伯品昔.入金を返すことがでで、きずず、，負債を抱えるものが続出した。農地
維持ができず子放すもの，大都市に流入・流民するものが大量に生み出された。
第七に，食糧調達の営みとしての農業がビジネス化・商業化することを促進
し， これがまた村の共同体の崩壊を助長する結果を導き出した。
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ベンガル季節労働者の農婦ファ 1)ダ・ピピ
〈季節労働者で収入のない時期が年に何度かlまある。食料は十分ではない。〉
ベンガjレの季節労働の女性ファリダ・ビピはベンガjレ湾に屈した地域で季節
労働に携わる女性である。子供は 3 人いる。自分の土地は持っていな~ ~o 収入
源は季節労働の仕事以外にはない。従って 十分に食糧を手に入れることがで
きなしミことも多l~ 0 
朝はご飯を水で薄めて少し食べる。畳は働いている農閣の人にパンを分けて
もらう O 夜はご飯と野菜を食べる。
季節労働が途切れる時期にはこの土地の料理ロティスに，とうがらしと塩を
かけて食べる。
いつも食べ物のことばかり考えている。朝が姉い。空腹のために日を覚ます。
同じく空腹のために子供たちが泣いているのを樹くのが怖い。子供にしゃぶら
せるために他の人が食べて捨てたさとうきび、を拾ったり木の葉や根っこを水で
煮て食べる O 市場のそばには行かなl~o 子に入らないものを見るのは拷問に近
pから O
飢えは生き物のように体の中を動く o 落ち着かない気分だがそのうち疲れた
感じがしてくる。動き図ってエネルギーを無駄にしない。眠るのがただ一つ与
えられた逃げ道。世の中への興味もなくなる。飢えが体の肉を食べる。子供に
食べさせることだけで頭がいっぱいである。食べていないと食欲がなくなる。
食べ物のことはどうでもよくなって 自分の体もどうでもいいと思うようにな
る(シーブjレック pp. 50-51)。
インド ニューデリーの主婦プレムワティ
(サブプライムローンの影響及び，そのための原油価格高騰に伴う食糧危機
の下で現在家族一家食糧が十分で本Po)
インド・ニューデリー郊外の主婦プレムワティの場合である。
1 EI1 度，チャパティ (インド古来の小麦で作る平たいパン)とレンズマメ
の食事。 1年前は 3度の食事であり 野菜も食べられた。それが2007年秋以
来の半年で小麦・コメ価格は1. 5~2倍に高騰。家族の収入は夫の B雇いで月
2000ルピー(約 5千円)の低所得である。日雇いという非正規雇用で文字通
りの履用不安定の下での食の不安定の直撃である O この下で，家族6人の食事
が1Iヨ11illとなった。インド全人口の3割がこのような低所得者層である。(朝
日新開2008年4月llEl付)
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サラワクの先住民モン
〈サラワク地域の先住民 以前は焼却Il農業によって自給自足の生活をしてい
た。その後，プランテーション開発のために，土地を追われ，そのプランテー
ションで働く仕事に応募〉
サラワクのモンは1sUHI小農民だった(以下ホン1991を要約)。サラワクでは
伝統的な焼き畑農業が 機械化農業の灘し p iJ川ニ\~tliで、行われてきた。ところが
プランテーションのための森林伐採の結果 力問nの前提になる土地の確保がで
きなくなった。また 平行して行われていた森林で、の狩猟採集生活が失われつ
つある。サラワクはボルネア島のマレーシア↑WJであり(インドネシア側は「カ
リマンタンjと呼ばれる)，人口の80%は自給の農民または漁民である。 70年
代のパームiJlJTjの農業開発が始まる以前は毎年焼き畑農業で、余剰j生産米が確保
できていた。 j克紅，米の50%はil論入依存である。
食糧欠乏と平行して 自給を基舷とするコミュニティ社会が崩壊しつつあ
るの{白河j也の喪失と共にアイデンティティの喪失も引き起こした。
換金作物への移行によって自給の食糧が生産で、きなくなった分，食糧入手に
はJ)'l1tを必要とする。現金収入を得るために換金作物栽塙に従事せざるを得な
いという忠循環が起こっている。多くの場合，高い貧困率，自給の不可能化，
そしてダムのための立ち沼きによる土地侵害により 先信:民は都市への移住を
余儀なくされている。多くが 衛生状態の惑い不法占拠地で、の掘っ立て小屋生
活に追い込まれている(以上ホン1991を要約)。
マレーシア・パーム泊I(油やしの突からとる油)のプランテーションと同様
に， ILI:JQ等の融資，三菱やアメリカ企業との提携の下で「契約農業jが進めら
れている(以 fl一IU'r'杉山2001を要約)。政府が世銀融資の下に森林伐採など
未開発地域開懇をして農地造成する。サラワク地域では 貧困者特に先住民か
ら，人~1自，移住希望者を募る。パーム泊IJJÍi711.のれJlrJ冊子(やし)は，植林後数年
1 '1]の成長を~し，その日j人他者は生計手当ての貸付を受け技術習得を行う。収
機1m始後生産量を全軍政府宛に販売する。その収入をもとに開発経費，生計ー手
当ての--Jiliの債務を返済し，残りの収入で生活を営む。{責務を完了した入植者
は J-.J山所有椛を取得し I~I 作/jMになる O
移住してきた先住民は 元々焼き畑農業の下で、自給生活を営んでいた人々で
ある O それが土地を放棄して契約農業に当たるようになる。新たに自作農への
道が聞かれることが前提となっているが， 1985年には土地所有権譲渡を停止
する jj~qーが決定されるなど不安定な而がある(ただし 1985年の場合は移住
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者の反対にあって所有権譲渡停止方針は撤回された)。
契約農業の場合，第一に，入植者の所得が年毎-に大きく変動している。パー
ム油の市場価格の乱高下に比例して 入植者の生活が変動の激しい世界市場と
直結し，恒常的に， 日常生活が不安定になっている O 第二に，このため，当初
の一連の債務を返せないままになるケースも多く発生している。その際は，自
営農への道は閉ざされ，杉住以前に持っていた土地を子放しているため，食糧
の安定確保，自給の道は閉ざされてしまう。
タイ東北地方の農民ラッチャダー
〈小さな土地で、 I~I 給していたがサトウキビ栽J音を納められ着手。当初は好調，
その後サトウキビの価格が暴落 生産財の費用も上がり土地を手放すこと余
儀なくされた〉
ここはタイの東北地方のコンケーンである。一而にサトウキビが栽指されて
いる。ラッチャダーは元々は自給農民だった(以下は田中・樫田・マエキタ
2007を要約)。元々この土地では 米や野菜が栽培されていた。一部は自分た
ちの食べ物として自給し 余ったものが町の市場で売られていた。換金作物で
あるサトウキビの栽j音が勧誘され，肥料，農薬の購買用の資金貸し付けが始まっ
た。大子製糖メーカーによって進められた。このような転換により，サトウキ
ビ栽j者によって，J長民だった人たちは当初，現金が入手でき，それを元子とし
て耕地而積を広げ，運搬用トラックを購入した。
しかし 5年後，サトウキビ州1に異変が起きた。化学肥料の長期使用のため土
地が硬くなり生育が恕くなった。
同時に，サトウキビ栽培拡大によって価格が下がった。収入が減り始め，肥
料，農薬， トラックl!詩人間に借り入れた金の返済ができなくなった。利息が雪
だるま式に増えた。
栽培を続行する仁1:1で借金が増加 自分たちの土地を売ることを余儀なくされ
るようになっていった。自給自足用の土地も失い，文字通り食べ物へのアクセ
スの子段を失った。
復活には1寺rM1がかかった。換金作物はやめた。自分たちの野菜栽培用水確保
の池を掘り，雨水をためた。そこに)!.J、を飼うことでたんぱく質をf与ることから
始めた。その後日本の農家との交流で「朝市」に出会い， I地場の市場」をタ
イで始めた。こうして， NGOの支媛を得て，現金収入の道も確保する，新た
な生活を切り 1目くようになっている。
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b 成系構造の枠組みの視点で‘考えてみる
上のうち下記ケースについて成系構造の枠組みの視点からそれぞれの人のラ
イフラインの状況に注目して考えていく O 下記のような点について確認して行
う。ここでは，紙|隔の制約J二成系構造のうち人間生態系に焦点を絞り，典型
部分についてのみ述べる。
派遣切に遭った 30歳の日本人男性
府iJTj， itJ舌， 1行工金のライフラインが消失している。日本の若者の雇用は，
1990年代後半のグローパル化の加速のもとで 生存を支えるための食糧購入
の子段として，不安定化してきている。この30代の男性の直面したリーマン
ショックに具現化された多くの要因に依存する雇用のライフラインは次のよう
な状況のもとにある O グローパル化を形作る三つの自由化のうち，資本・金融
のISlal化と共に国際競争が激化し 国際競争力強化に向けた雇用而での自由化
即ちいわゆる原則の流動化が各国で進み，終身雇用が事実上終駕し，非正規雇
用，有WJ雇用が多くの国で、主中1をなすにいたっている。その結果，人のライフ
コースの安定の基盤であった雇用は 多次元・多要因に大きく依存する高依存
型のものになってきている。
典型的には，この男性が派遣切りに遭遇する元になった08年9月のアメリ
カリーマンショックに端を発する金融危機を出発点として 直接的にはそれが
株安を生み，それがさらにひいては個人消費の低迷のサイクルを引き起こし
た。山jち， iWI人消費の低迷によって企業の収益が悪化し，その結果，賃金が抑
制され，賃金ドIIfljl] がさらに il~1人消費の低迷を加速化するというサイクルである。
また，日本に|刻しては 円高ドル安が輸出減少を導いている。このように一方
で倒人消質'の低迷 他方で、輸出減少の結果 両方から加速される企業収益の悪
化は企業による投資の減退及び企業による人に対する投資即ち人の係用の抑制
をもたらした。それがこれから社会に出て行く特に若年層の一人ひとりの雇用，
及び生活に直結し 日本では採用の取り消しゃ派遣切， さらには決定者の自宅
待機などの状況となって現れている。
/¥イチの農民フィリペ， ミッシェル
フィリペの友人たちに残された生存の途は何だったか。首都へ出てイン
フォーマルな仕事につくか 命がけで非合法の移民になるかしかなかった。
WTO，アメリカの低価格輸入米による自給農地喪失によって，食糧・雇用の
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ライフラインが消失したと言える。
アメリカのローンに苦しむ母
雇用は，生活を支えるのに十分でなく，ローンがライフラインを維持してい
た。ただし，現実にはサブプライムローンにさらされる中で，雇用による生活
水準を越えるような賀沢な生活をしていなくても，ローンの金利を支払う追わ
れる生活に陥っていった。いよいよ金利が払えなくなって破産宣告に追い込ま
れたと言える。以前は 中産階級として安定していた生活があったが，ローン
依存をきっかけとして鹿間のライフラインも基盤を失った。
北九州で生活保護申請しようとしたが出来なかった大前さん
雇用，食続，生活保訟のいずれのライフラインも崩れたケースだと言える(以
下2006竹下-吉永 pp.167-186を要約)。
北九州市門司区のこの事件の背後には 生活保護の申請率を平均以下にする
ために，初祉事務所が努力目標を設定していたという事態が進んでいたことが
指摘されている。(2005年3月81:1付申31:，毎日記事)0 その背後には，回全
体として，とくに「骨太の方針2003Jや，財政制度等審議会において生活方
保設制度のあり方に|刻する専門委員会が発足するに|探して 桃造改革の立i易か
ら，社会保障財政を圧縮することで，政策の般!砕をなす骨太の方針の達成の重
姿な決め子とし.~t活保諮基準や加算のヲ|き下げや廃止などの抜本的な見直し，
検討などの財政削減追求があったとされている。そのような延長線上に2003
年， I主!と地方の「三位一休の改革jによって 生活保護費の国庫負担の削減と
いう政策が挺言されている。この結果 国庫負担割合を 現行の 4分の 3から
3分の 2に引き下げ.1700億円を削減する案が提示された。その結果，地方
負担は， 4分の lから 3分の lに，約l.31音に増え，地方からは国庫負担率が
削減されるため，予算の組みょうがないという指摘がなされていた。この延長
線上に，生活保護制度及び児童扶養手当制度のあり方についての検討が始まり，
給付の「適正化Jに資する改革を推進するため，生活保護費および児童扶養手
当に|刻する関係者協議会が開催され 当初から 給付の|適正化」が掲げられ
ていた。その!探，厚生労働省は，保護率が地域間格差を示していることを理由
として挙げていた。保誰率の最高は2003年度北海道の20%に対し，最低は富
山の2.1%であり，約差が10.55倍もあるとした。これは自治体の取り組みの
差に起因するものであるとして，努力次第で保諮率が下げられるというスタン
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スをして示したものであった。その立場から， [I!庫負担を ì~ílj減することを求め，
自治体の生活保護運月3を「適正化Jすることが求められていた。この結果生活
保護への過度.の依存を回避する仕組みが必嬰で、あるという[;[Dの追求のもとで，
生活保諮率の「適正化Jが拡大し，北九州ではそれが最も先鋭化された)1ヲで現
れた。
インド緑の革命の下での農民ナラヤン
緑の革命の結果， ライフライン上は，自給段j也の喪失や10年間で4万人の
農民が自殺するというような状況が発生 さらに農業の陥i業化に悲づくコミュ
ニティーの崩壊によって相互扶助の印:体で、ある共同体というライフラインの消
失という事態が進行した。
インドニューデリーの主婦プレムワティ
雇用と食滋が一体でライフラインをなしており それが危機に瀕したケース
だと言える O 夫の日履いの仕事は不安定で腿j刊のライフラインは明く，食続危
機によって食紐のライフラインも弱くなっている。ここでは，服用状況に加え
て，人の毎日の生活を支える食の状況が 次のような多次元で変動する要因に
よって突き動かされている。
第一に， r依存の多次元化による相乗化Jゆえの急激な激甚化の可能性であ
る。特に，食は，天候・泊暖化， WTOなど貿易自由化，アグリビジネスの展開，
エネルギー資源の問題，食糧・農業市場，投機・金融市場の展開等の多次元の
要因に依存している。
この状況は，多くの要因が相乗化するため 個々の要因を児ていたのでは予
想外の展開をする。
また投機金融市場での動きに見られるように，それぞれの嬰囚がその|時々の
きっかけによって他の要因を突き動かし，急激に激甚化する可能性を持ってい
る。
サブプライムローンの問題をきっかけに，原i1Il高からエネルギー，農業，食
糧など一気に多くの関連部門に短期間のうちに大きな影響を与えた。知WJの急
激な激甚化の引き金の場である投機金融市場の関わる世界の変動の下では，食
紹の長期的な展望を持つことが困難になっている。
雇用が終身雇用の|時代を終えて， ライフコースの見通し展望に立った生き方
が難しくなっているのと似たようなことが，食糧にもそしてエネルギー，住居
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など社会全体に及んでいると言える。 2007年秋に日本人カメラマンがミャン
マーで射殺される事刊二が起きた。 ミャンマーで、の社会不安は石油の値上げの諸
物価への波及によるものである。
第二に， J寵用不安定の下での食の不安定がある。食糧上の不安定は，雇用流
動化の下にある一人一人の生活の中で発生している。
雇月3自体が不安定であり，それが一旦問題に遭遇すると，人の収入源は脅か
される。その下で， i多次元による相乗化」ゆえの急激な激甚化による食糧価
格の不安定な変動にさらされることになる。言い換えれば雇用・食糧のライフ
ラインのi!ll!が，多次元の依存のハイリスクな状況の下に一人一人の生活が成り
立っている。
5. 結語
1 .この世界の中で 自分及び人の生存は何によって支えられているのか
2.変動する世界の下で それはどのように脅かされているのか
3.脅かされている状況を保全・育成する自分や人の生き方とはどのような
ものか。即ち持続可能な生き方とはどのようなものか。
4. そのような生き方を自分，人はどのように実現できるか。
本論は， i ~t 有~Jに関わるこれら-J!l (J) 1~!I] l 、を言語生態学の理論的枠組みか
ら検討し，それらの問いに具体的に答えていくことを目指す持続可能性日本語
教育における，生存を主題とする学習のデザインについて考察した。
本稿で取り l二げた「人はどのように生きているかjの各ケースを辿る追体験
の学習は，同時に類個の育成を，終身雇用の下にない自己を起点として「生存J
基盤を辿ることを通じて形づくっていくものとして意義を持つ。また同時に
サブプライムローンの問題ーが発生した2007年8月以降2008年の9月リーマン
ショックの間に 8億5千万人だった世界の飢餓人口が10億に一気に拡大した，
その i10 億の飢餓Jが「なぜなのかJの問いについて個別の一人一人のケー
スを類のサイズの視野で見ることを通して辿っていくものである。
今後， i具体的な追体験の構造に保全・育成の方向 即ち持続可能な生き方
の手立てを考える過程をどのように内的に組み込むか」を主題とする学習のデ
ザインが次の諜題としてある。
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